
日

d野
山一
－
方
励
之
夫
妻
問
題

，
中
国の
サ
ハ
ロ
フ’
と
し
て
知
ら
れ
る
天
文

物
理
学
者・
方
励
之（
元
中
国
科
学
技
術
大
学
副

学
長）
と、
北
京
市
人
民
代
表・
李
淑
欄（
前
北

京
大
学
助
教
授）
夫
妻
が一
九
八
九
年
六
月
の

天
安
門
事
件〈
第二
次
三
直
後に
北
京
の
米
大

使
館に
身
柄の
保
護
を
求め、
約一
年
後の
九

O
年六
月二
五
日、
米
中
両
国の
外
交
折
衝の

末、
英
国へ
出
国
し
た
事
件。
三
六
年、
北
京

生
ま
れ
の
方は
北
京
大
学
物
理
学
科
卒
業
後、

恒
星
物
理
学の
分
野
で
国
際
的
評
価の
高い
業

績
を
あ
げ
て
注
目
さ
れ、
八
四
年、
中
国
科
学

技
術
大
学（
安
徽
省
合
肥
市〉の
副
学
長
に
なっ

た。
八
六
年
末
か
ら
の
民
主
化
運
動の
先
頭に

立
ち、
八
七
年一
月、
党
を
除
名
さ
れ
副
学
長

も
解
任
さ
れ
た。
八
九
年
初
頭
以
来、
再
び
民

主
化
運
動の
シ
ン
ボ
ル
的
存
在
と
し
て
活
躍、

同
年二
月一一
六
日、
訪
中
し
た
ブッ
シュ
米
大

統
領
主
催の
晩
さ
ん
会に
招
か
れ
て
中
国
当
局

ニュートレンド釦小島朋之r舷路に立つ
中国』(1990年， 芦書房〕
＠朝日新聞1990・9 ・ 15·・ 朝刊 7 面「中
国の人口14億人突破J
朝日新聞1990・5・ 27～29· ・朝 刊 7爵
「苦悩する中国」
N-lal朝日新 聞1990 ・6・26・.....朝干IJ!
面「方励之氏， 英へ出国J

の
阻
止に
あい、
六
月四
日
の
血
の
日
曜
日
事

件（
第二
次
天
安
門
事
件）
翌
日
の
五
日
に
米
大

使
館に
避
難
し
た。
中
国
当
局は
反
革
命
宣
伝

扇
動
罪
で
夫
妻の
逮
捕
状
をつ
ぎつ
け、
身
柄

の
引
き
渡
し
を
要
求し
た
が
米
側
が
拒
否、
米

中
関
係に
亀
裂
を
も
た
ら
し
た。
こ
の
間、
米

国は
二
度に
わ
たっ
て
ス
コ
ウ
クロ
フ
ト
大
統

領
織
佐
官
を
派
遣
し
た
が
最
高
実
力
者・
郡
小

平の
意
向
で
決
着
し
な
かっ
た。
英
国へ
の
出

国に
当
たっ
て
は、
方
夫
妻が
中
国の
四つ
の

基
本
原
則＋
と
憲
法に
違
反
し
た
こ
と
を
認め

る
旨の
声
明
文
が
公
表
さ
れ
た。
だ
が、
夫
妻

が
民
主
化
運
動
そ
れ
自
体
を
否
定し
た
こ
と
で

は
な
く、
再
び
中
国
当
局
批
判の
発一吉田
を
行っ

て
い
る。
天
安
門
事
件
以
後、
西
側
諸
国の
経

済
制
裁に
苦
し
む
中
国
当
局が
ヒュ
ー
ス
ト

ン・
サ
ミッ
ト＋
を
前に
し
て
夫
妻の
問
題
を

米
国
始
め
西
側
諸
国
と
の
外
交
交
渉の
カ
l
ド

に
し
た
こ
と
は
明
ら
か
だ
が、
中
国の
政
治
環

境は一
向に
改
善
さ
れ
て
い
ない。

＠

－
中
国の
国
内
情
勢は－
九ハ
九
年六
月
四日

の
血
の
日
曜
日
事
件ハ
第二
次
天
安
門
事
件）
を

転
機
と
し
て、
現
在
な
お
民
主
化
抑
圧の
強
権

政
治
体
制
下に
あ
り、
九
O
年
九
月の
北
京ア
ジ
ア
競
技
大
会に
み
ら
れ
た
表
面
的
な
華
や
か
さに

も
か
か
わ
ら
ず、
政
治、
経
済、
社
会の
各
分
野と
も
様々
な
不
安
定
要
因
を
内
部に
か
か
え
て
い

る。
天
安
門
事
件（
第二
次）は
内
外に
深
刻
な
衝
撃
を
与
え
た
が、
こ
の
事
件
を
悲
劇
的
な
代
償
と

し
て
東
欧
諸
国の
民
主
化が
進
み、
ソ
連のペ
レ
ス
トロ
イ
カφ
も
進
展
し
て、
社
会
主
義
世
界が

歴
史
的
な
解
体
過
程に
入っ
た
こ
と
は、
中
国
当
局の
強
硬
な
政
治
姿
勢
を
さ
ら
に
固め
さ
せ
た。

西
側
諸
国の
対
中
国
経
済
制
裁
措
置に
も
か
か
わ
ら
ず、
中
国は
天
安
門
事
件
を
引
き
起こ
し
た
態

度
を
改
め
よ
う
と
せ
ず、
内
外の
批
判
を一
切
封
ず
る
立
場
を
とっ
て
い
る。

－
天
安
門
事
件に
先
立つ
民
主
化
運
動の
高
揚と、
組
紫
陽
総
書
記（
当
時〉
ら
改
革
派
指
導
者の
反

郡
小
平・
反
李
鵬
的
立
場へ
の
転
換に
際
し、
八
九
年
五
月二
O
日
に
北
京
に
発
せ
ら
れ
た
戒
厳
令

はお
九
O
年一
月一
一
自
に
よ
う
や
く
解
除
さ
れ
た。
こ
の
問、
八
九
年一
一
月
か
ら
は、
首
都の

警
備
も
人
民
解
放
軍＋
か
ら
人
民
武
装
警
察
部
隊へ
と
交
代
し
た
が、
主
要
大
学に
は
軍の
工
作
者

が
常
駐
す
る
な
ど、
強
権
政
治
は
改
まっ
て
い
ない。
こ
う
し
た
中
で、
天
安
門
事
件
以
後に
成立

し
た
江
沢
民
総
書
記の
下
で
の
党
中
央
指
導
部に
は、
新た
な
亀
裂
も
生
じつ
つ
あ
り、
李
鵬
首
相

と
江
沢
民の
対
立、
江
沢
民
と
李
瑞
環
政
治
局
常
務
委
員の
対
立
な
ど
が
深
刻
化
しつ
つ
あ
る
兆
候

も
あ
る。
天
安
門
事
件の
主
役
を
担っ
た
人
民
解
放
軍に
関
し
て
は、
愚
高
実
力
者の
郡
小
平が
党

と
国
家の
中
央
軍
事
委
員
会
主
席
を
辞
任
し
た
後、
楊
尚
昆
国
家
主
席
兼
党
中
央
軍
事
委
第一
副
主

席
と
実
弟の
楊
白
泳
軍
総
政
治
部
主
任
兼
党
中
央
軍
事
委
秘
書
長に
よ
る
楊一
族の
リ
ー
ダ
ー
シッ

プ
が
強
まっ
て
お
り、
こ
の
こ
とへ
の
軍
内
部の
反
発
も
予
想
さ
れ
る。

－
政
治・
軍
事
上の
緊
張の
中
で、
中
国
経
済の
低
迷
が
続
き、
工・
農
業
生
産
と
も
に
ふ
る
わ
ず、

九
O
年
か
ら
対
外
累
積
債
務の
大
幅
な
返
済ハ
年
間
約一
O
O
億
米
J〉
を
迫
ら
れ
る
な
ど、
経
済
環

境
も
よ
く
な
い。
こ
う
し
た
社
会・
経
済
環
境の
中
で、
各
地
で
の
公
害
は
自
に
余
る
ほ
ど
で
あ

り、
エ
ネ
ル
ギ
ー
源の
七
O%
以
上
を
石
炭に
依
存
し
て
い
る
こ
と
も
あっ
て、
c
q
問
題、
酸
性

雨
問
題
な
ど
が
深
刻
化
し
て
い
る。
そ
し
て
その
影
響は、
日
本に
も
及
びつ
つ
あ
る。
一
方、
一

人っ
子
政
策に
も
か
か
わ
ら
ず、
増
大
を
続
け
る
人口
圧
力
の
下
で、
最
近で
は
潜
在
失
業
人口
に

相
当
す
る
約一
億の
移
動
人口（
「
盲流」
現
象〉が
推
定
さ
れ
て
い
る。
ポ
ス
ト
郡
小
平
時
代の
接

近と
と
もに、
中
国
情
勢は
な
お
予
断
を
許
さ
ない
段
階に
あ
る
と
い
え
よ
う。

回
＠

繍麟賂繍錦繍鱒機織閥関関

鏑鱒麟翻関関蹴鞠鱒繍翻鶴
一
・

長は
北
京の
ハ
イ
テ
ク
産
業、
四
通
公
司の
社

一

面
民
主
中
国
陣
線

一
園

長
だっ
た
万
潤
南。
日
本
支
部は
八
九
年一
二

中
国の
血
の
日
曜
日
事
件＋（
第二
次
天
安
門事

月、
民
主
化
運
動の
旗
手・
ウ
ア
ル
カ
イ
シ
副

件〉の
結
果、
海
外
亡
命
を
余
儀
な
く
さ
れ
た

主
席
と
万
潤
南
を
迎
え
て
東
京
で
結
成
さ
れ

民
主
化
運
動
の
活
動
家
た
ち
に
よ
る
国
際
組

た。
民
主
中
国
陣
線は「
基
本
的
人
権の
保
障、

織。
一
九八
九
年
九
月パ
リ
で
結
成
さ
れ、
一

，，

般に
は
中
国
民
主
連
合（F
D
C〉
と
も
呼
ば
れ

命量

て
い
る。
主
席は
政
治
学
者の
厳
家
其、
秘
書

ao

－

－
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面「 新譜の暴動を地元紙が初報道J

社
会
的
公
正
の
擁
護、
民
営
経
済の
発
展、
一

党
独
裁の
終
結」
と
い
うこ
四
文
字
の
ス
ロ
ー

ガ
ン
を
掲
げ
て
い
る。
天
安
門
事
件の一
周
年

に
際
し
て
は、
電
波で
中
国の
民
主
化
を
訴
え

る
「
民
主
の
女
神」
号
を
中
国
大
陸
近
海に
送

っ
た
が
成
功
し
な
かっ
た。
九
O
年四
月、
も

う一
人
の
民
主
化
運
動の
旗
手・
紫
玲
女
史の．

亡
命、
同
年六
月の
方
励
之
夫
妻
出
国
も
あっ

て、
海
外
で
の
中
国
民
主
化
運
動の
行
方に
注

目
が
集
まっ
て
い
る。

。

い一
E
「
東
ト
ル
キ
ス
タ
ン
共
和
国
」

中
国
の
新
彊
C
V）
ウ
イ
グ
ル
自
治
区
に
お
け

る
ウ
イ
グ
ル
族
な
ど
ト
ル
コ
系
少
数
民
族
が、

独
立
の
共
和
国
を
形
成
し
よ
う
と
し
た
際の
名

称。
独
立
志
向
を
表
明
す
る
に
当
たっ
て
の
シ

ン
ボ
リッ
ク
な
表
現
で
も
あ
る。
本
来こ
の
名

称は
第二
次
大
戦
中に、
当
時
新
穏
を
支
配
し

た
盛
世
才
が
ソ
連
を
後
ろ
盾に
し
て、
「
東
ト

ル
キ
ス
タ
ン
共
和
国」
を
樹
立
し
よ
う
と
し
た

こ
と
に
由
来
す
る。
建
国
後の
中
華
人
民
共
和

国に
お
い
て
も、
一
九
五八
年六
月に
起こっ

党
と
国
家

附
圏
中
国
共
産
党

社
会
主
義
中
国の
建
設
を
担
う
中
華

人
民
共
和
国
の
指
導
政
党
で
あ
る

が、
常に
権
力
闘
争に
揺
れ
動
き、

最
近
で
は
党へ
の
信
頼
感
が
薄
らい

で
き
て
い
る。
党
員は
約六
四
0
0

万。
一
九一一一
年に
陳
独
秀、
李
大

剖
ら
の
革
命
的
知
識
人
が
中
心
と
な

り、
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
の
指
導
を
受
け

て
創立
さ
れ
た。
二
四
年に
は
第一

次
国
共
合
作に
成
功、
二
七
年に
は

労
農
紅
軍
を
創
建
し、

三
一

年
に
は

解
放
区
と
し
て
の
中
華
ソ
ビ
エ
ト
臨

た
ウ
イ
グ
ル
族の
反
乱に
対
し、
当
局は
こ
の

名
称
を
用
い
て「
地
方
民
族
主
義
分
子」
が「
東

ト
ル
キ
ス
タ
ン
共
和
国L
建
設
を
企
図
し
た
と

非
難
し
て
い
た。
以
来こ
の
名
称は
ほ
と
ん
ど

忘
れ
ら
れ
て
い
た
が、
九
O
年四
月
初
旬に
新

租
ウ
イ
グ
ル
自
治
区で
起こっ
た
反
政
府
運
動

に
つ
き、
同
月二
三
日
付『
新
穂日
報』
は「
東

ト
ル
キ
ス
タ
ン
共
和
国
を
再
興
し
よ
う
と
し
た

ほ
う
起で
あ
る」と
報
じ
た。
反
政
府
運
動は、

ト
ル
コ
に
亡
命
中の
盲
目の
カ
リ
ス
マ
的
指
導

者
ア
イ
サ
の
東
ト
ル
キス
タン
党に
ひ
きい
ら

れ
て
い
る
と
もい
う。
同
自
治
区で
は
北
京が

戒
厳
令
前
夜と
なっ
た
八
九
年
五
月一
九
日
に

も、
首
都ウ
ル
ム
チ
で
大
規
模
な
反
政
府
暴
動

が
生
じ
て
多
数の
犠
牲
者
を
出
し
て
い
る
こ
と

が
確
認
さ
れ
て
お
り、
ソ
連
領カ
ザ
フ
共
和
国

な
ど
で
の
ト
ル
コ
系
住
民の
民
族
反
乱の
高
ま

り
と
と
もに
注
目
さ
れ
る。

＠

い一
E
国
是
会
議

政
治
改
革
を
進
め
て
い
る
台
湾で、
戦
後四
十

余
年
間、
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
の
な
かっ
た

時
共
和
国
政
府
を
瑞
金
に
樹
立
し

た。
長
征
途
上
の
遵
義
会
議（三
五

年）
で
毛
沢
東
が
指
導
権
を
確
立、

三
六
年の
西
安
事
件の
後、
抗日
民

族
統一
戦
線
を
結
成、
第二
次
国
共

合
作が
成っ
た。
延
安
を
中
心に
基

盤
を
固
め、
第二
次
大
戦
後の
国
共

内
戦
を
経
て
四
九
年一
O
月一
目、

中
華
人
民
共
和
国
を
樹
立
し
た。
建

国
後同
土
地
改
革
や
社
会
主
義
改
造

に
着
手
し
た
が、
五
0
年
代
半ば
か

ら
毛
沢
東
主
導の
急
進
的
な
農
業
集

団
化が
始
ま
り、
五八
年に
は
全
国

の
農
村
が
人
民
公
社
化
さ
れ
た。
六

0
年
代
後
半
か
ら
は
毛
沢
東
思
想＋

絶
対
化の
下
で
文
化
大
革
命＋
を
発

動、
悲
劇
的
な
結
末
を
招い
た。
七

六
年
九
月
の
毛
沢
東
の
死
後、

同
年

．

 

憲
法
改
正、
立
法
院
や
国
民
代
表
大
会の
あ
り

方
な
ど、
政
治
体
制の
線
本に
触
れ
た
諸
問
題

ゃ、
大
陸
と
の
統一
問
題
を
論
議
す
る
た
め
に

設
け
ら
れ
た一
種の
諮
問
会
議。
李
登
輝
総
統

が一
九
九
O
年
三
月
の
総
統
選
挙
直
後に
提

唱、
各
界
代
表一
五
O
名
か
ら
成
る。
国
是
会

議
準
備
委
員
会
を
経
て、
同
年六
月二
八
日
か

ら一
週
間、
台
北
で
開
催
さ
れ
た。

＠

い一
回
モ
ン
ゴ
ル
民
主
化

一
九八
九
年一
一
月
末
か
ら、
モ
ン
ゴ
ル
人
民

共
和
国の
首
都
ウ
ラ
ン
パ
l
ト
ル
で
は、
知
識

人・
学
生
を
中
心
と
し
た
反
体
制
勢
力、
モ
ン

ゴ
ル
民
主
連
盟
に
よ
る
民
主
化
運
動が
広
がっ

た。
九
O
年二
月に
は
同
連
盟
を
母
体
と
す
る

モ
ン
ゴ
ル
民
主
党
が
誕
生、
モ
ン
ゴ
ル
人
民
革

命
党の一
党
独
裁
体
制が
崩
壊
す
る。
モ
ン
ゴ

ル
民
主
連
盟は、
長
く
独
裁
者
で
あっ
た
ツエ

デ
ン
パ
ル
元
モ
ン
ゴ
ル
人
民
革
命
党
第一
書
記

を
激
し
く
批
判、
民
主
化
と
政
治
改
革
を
求め

て
大
衆の
支
持
を
得た。
ソ
連、
東
欧
を
動
か

し
た
社
会
主
義
世
界の
改
革の
波が
ア
ジ
ア
の

一
O
月の
い
わ
ゆ
る
四
人
組ゃ
逮
捕

に
よ
る
北
京
政
変が
起こっ
た。
そ

の
後は
非
毛
沢
東
化が
進
み、
七八

年一
二
月
の
三
中
全
会（
中
国
共
産

党
第一
一
期
第三
田
中
失
委
員
会
総

会）
で
郡
小
平
が
肇
国
鋒
に
代
わっ

て
党
内
主
導
権
を
確
立
し
て
以
降、

四つ
の
現
代
化＋
を
目
標
と
す
る
改

革
と
開
放
の
政
策
が
行
わ
れ
て
き

た。
八一
年
六
月
の
六
中
全
会
で

は、
肇
国
鋒の
後
を
継い
で
胡
耀
邦

が
主
席
と
な
り、
「
建
国
以
来
の
党

の
若
干の
歴
史
的
問
題に
関
す
る
決

議」
を
採
択、
毛
沢
東
政
治
を
全
面

的に
否
定
し
た。
し
か
し
経
済の
混

乱
と
低
迷は
続
き、
八
七
年
秋の
第

一
三
回
党
大
会（
全
国
代
表
大
会V
で

は
社
会
主
義
初
級
段
階
論
＋

が
提
起

・さ
れ
て、
中
国
社
会の
現
状は、
未

発
達の
資
本
主
義
的
要
素
を
残
す
社

会
主
義の
初
級
段
階
だ
と
規
定せ
ざ

る
を
得
な
く
なっ
た。
に
も
か
か
わ

ら
ず、
経
済
改
革や
民
主
化
を
め
ぐ

っ
て
党
内
権
力
闘
争
が
継
続
さ
れ、

八
七
年一
月に
は
胡
耀
邦
総
書
記が

解
任
さ
れ
た。
八
九
年六
月の
血の

日
曜日
事
件ゃ
後に
は
組
紫
陽
総
書

記が
解
任
さ
れ、
江
沢
民
が
後
任と

なっ
た。

m
園
総
書
記

中
国
共
産
党＋
の
最
高
権
力
者
で、

党
中
央
委
員
会
総
会が
党
中
央
政
治

局
常
務
委
員の
中
か
ら
選
出
す
る。

中
国
共
産
党
の
最
高
権
力
者
は
従

来 、
中
央
委
員
会
主
席と
呼ば
れ
て

””

 

a0

 

・且

社
会
主
義
国に
も
及
ぶ
中、
モ
ン
ゴ
ル
人
民
革

命
党は、
九
O
年三
月の
中
央
委
員
会
総
会
で

パ
トム
ン
フ
書
記
長
ら
を
更
迭、
改
革
派の
オ

チ
ル
バ
ト
新
書
記
長
を
選
出
し、
四
月の
臨
時

党
大
会、
五
月
の
人
民
大
会〈
フ
ラ
ル）
を
経

て、
七
月
末に
は
綾
数
政
党
制に
よ
る
初の
自

由
選
挙
を
実
施
し
た。
結
果は
自
ら
の
体
質
を

改
革
しつ
つ
あ
る
人
民
革
命
党の
勝
利
と
なっ

た
が、
モ
ン
ゴ
ル
民
主
党、
民
族
進
歩
党、
社

会
民
主
党
な
ど
の
野
党
も
健
闘
し
て
注
目
さ
れ

た。
同
年
九
月に
は
人
民
大
会
議（
大
フ
ラ
ル）

で
オ
チ
ルパ
ト
初
代
大
統
領
を
選
出、
人
民
小

議
会（
小フ
ラル）
で
は
新
生
モ
ン
ゴ
ル
の
閣
僚

を
決
定
し
た。
モ
ン
ゴ
ル
の
民
主
化は
対
外
関

係に
も
反
映
し、
九
O
年三
月に
は、
ア
ジ
ア

の
社
会
主
義
国
と
し
て
初
め
て
韓
国
と
国
交
を

樹
立、
同
年八
月に
は
米
蒙
国
交
樹
立（八
七，

年一
月〉
以
来
初
め
て
の
国
務
長
官
訪
問
と
し

て、
ベ
ー
カ
ー
長
官が
訪
蒙
し
た。

＠ 中
国

． 

き
た
が、
一
九八
二
年
九
月の
第一

二
回
党
大
会〈
全
国
代
表
大
会）
か
ら

総
書
記
制が
と
ら
れ、
胡
熔
邦
党
主

席が
就
任
し
た。
こ
の
時、
総
書
記

は、
党
中
央の
日
常
活
動
を
処
理
す

る
中
央
書
記
処の
活
動
を
主
宰
す
る

〈
党
規
約
第二一
条〉
と
さ
れ
て
い
た

が、
八
七
年一
一
月の
第
二一一
回
党

大
会
で
の
党
規
約一
部
改
正
に
よ

り、
「
中
央
書
記
処
は
中
央
政
治
局

と
その
常
務
委
員
会の
事
務
機
構で

あ
る」
と
改
め
ら
れ、
中
央
書
記
処

の
機
能
と
権
限は
縮
小
さ
れ
た。
た

だ、
総
書
記が
党の
最
高
権
力
者で

あ
る
こ
と
に
変
わ
り
は
ない。
胡
耀

邦は
八
七
年一
月の
中
央
政
治
局
鉱

大
会
議で、
前
年
末
か
ら
盛
り
上が

っ
た
民主
化
闘争に
加
担し
た
と
し

国際関係朝 日 現代用語・91
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国家 ・ 政府

国家主席

全人代常務委員長

楊尚昆

万 里

て
解
任
さ
れ

、

柏崎
繁
陽
が
総
書
記
代

行
と
な
り 、
同
年
秋の
二二
回
大
会

で
総
書
記
と
なっ
た 。
そ
の
越
紫
陽

も
八
九
年六
月の
党
中
央
委
員
会
総

会（
第一
三
期
第
凹
回
総
会）
で
は 、

同
年
四
月
中
旬
以
降の「
反
革
命
暴

乱」
を
扇
動
し
た
と
し
て
反
革
命
罪

に
問
わ
れ
て
解
任
さ
れ 、
江
沢
民
が

二
階
級
特
進
で
政
治
局
員か
ら
総
書

記に
選ば
れ
た 。
し
か
し

党
最
高ポ

ス
ト

の
総
書
記
が
郡
小
平
ら
の
長
老

実
力
者の
意
向
で
次々
に
解
任
さ
れ

る
こ
と
は 、
総
書
記
の
権
威
を
低

め 、
党
中
央の
リ
ー

ダ
ー

シ
ッ

プ
を

著
し
く

弱め
て
し
まっ
て
い
る 。

問
－
全
国
人
民
代
表
大
会
（
全

似
国
人
代
）

中
華
人
民
共
和
国の
立
法
機
関。
憲

法
第
五
七
条
で
は「
最
高
の
国
家
権

力
機
関」
と
あ
る 。
地
方
人
民
代
表

大
会の
間
接
選
挙に
よ
り
選
出
さ
れ

李 鵬

銭；具E草

秦基f車

動l復之

任建新

首相

外相

国防相

最高人民検察院検察長

最高人民法院長

江沢民

江沢氏

李 鵬

喬 石

銚依林

宋 平

李瑞環

江沢民

陳 雲

喬 石

中国共産党中央

総書記

政治局常務委員

軍事委主席

顧問委主任

規律検査委書記

た
代
表
と
在
外
中
国
人
か
ら
選
ば
れ

た
代
表
と
で
構
成
さ
れ 、
任
期は
五

年 。
現
在の
第
七
期
代
表の
総
数は

二
九
七
六
名 。
毎
年一
回
開
催 。
政

治
活
動
報
告 、
憲
法
改
正 、
法
律
制

定 、
国
家
主
席
及
び
国
務
院
総
理

（
首
相）
の
選
出 、
予
算
や
経
済
計
画

の
審
議
等
が
そ
の
職
務 。
第一
回
会

議
は一
九
四
五
年
九
月
に
開
催
さ

れ 、
中
華
人
民
共
和
国
憲
法
を
制
定

し
た 。
文
化
大
革
命＋
時
代の
六
五

年か
ら
七
五
年の
問は
全
人
代
も
開

催
さ
れ
な
かっ
た 。
八
六
年
四
月の

第六
期
第
四
回
会
議
で
は 、
現
行の

第
七
次
五
カ
年
計
画
を
採
択 。
ま

た 、
八
九
年三
J

四
月の
第
七
期
第

三
回
会
議
で
は 、
李
鵬
首
相の
主
導

下
で
経
済
引
き
締
め
政
策
が
数
年
も

し
く
は
そ
れ
以
上
も
継
続
さ
れ
る
こ

と
と
なっ
た
が 、
こ
の
政
策は
早
く

も
九
O
年
四
月の
第
七
期
第
四
国
会

議
で
緩
和
せ
ざ
る
を
得
な
く
なっ

た 。
全
人
代に
は
常
務
委
員
会
を
始

め 、
民
族
委
員
会 、
法
律
委
員
会
な

ど
の
常
設
の
専
門
委
員
会
が
あ
る 。

し
か
し

党
政
分
離に
よ
る
政
治
改
革

と
い
う
主
張に
も
か
か
わ
ら
ず 、
全

人
代
も
結
局は
中
国
共
産
党＋
独
裁

体
制
下
の
立
法
機
関
に
し
か
す
ぎ

ず 、
八
九
年の
戒
厳
令
布
告
と
血
の

日
曜
日
事
件＋
に
際
し
で
も 、
万
里

全
人
代
常
務
委
員
長
ら
は 、
何
ら
独

自の
役
割
を
果
た
さ
な
かっ
た 。

側
園
国
家
主
席

中
国
の
元
首
に
相
当
し 、

国
家
副
主

席
と
と
も
に
全
国
人
民
代
表
大
会

（
全
人
代
三
で
選
出
さ
れ
る 。
国
家

主
席は 、
全
人
代
及
び
同
常
務
委
員

会の
決
定に
基
づ
く

法
律
の
公
布 、

国
務
院
総
理（
首
相）
等
の
任
免 、
戒

厳
令・
動
員
令
の
発
令、
戦
争
状
態

の
宣言 、
外
国
使
節の
接
遇 、
大
使

の
任
免 、
条
約・
協
定の
批
准 、
な

ど
の
役
目
を
持つ 。
一
九
五
四
年
憲

法の
下
で
国
家の
最
高
権
力
者
と
し

て
の
国
家
主
席
に
なっ
た
毛
沢
東

は 、
大
躍
進
運
動＋
挫
折の
責
任
か

ら
五
九
年
四
月に
国
家
主
席の
辞
任

を
余
儀
な
く
さ
れ 、
党
主
席に
専
念

す
る
こ
と
と
なっ
て 、
劉
少
奇に
そ

の
地
位
を
譲っ
た 。
劉
少
奇が
文
化

大
革
命令
で
失
脚
す
る
と 、
六
八
年

一
O
月
か
ら
七
五
年一
月
ま
で
国
家

主
席は
空
席
と
な
り 、
七
五
年一
月

か
ら
八
二
年一
二
月
ま
で
は
国
家
主

席の
ポ
ス
ト

が
廃
止
さ
れ
た 。
八
二

年の
新
憲
法
で
国
家
主
席
が
復
活
し

て
李
先
念
が
就
任 、
八
八
年
四
月に

は
楊
尚
昆
が
国
家
主
席に 、
王
震
が

国
家
副
主
席に
選ば
れ
た 。
現
行
憲

法
下の
国
家
主
席は
軍の
統
帥
権
さ

え
持た
ない
形
式
上
か
つ
儀
式
用
の

元
首に
す
ぎ
ない
が 、
八
九
年
五
月

の
戒
厳
令
公
布 、
六
月の
血
の
日
曜

日
事
件＋
で
は 、
楊
尚
昆 、
王
震

は 、
そ
れ
ぞ
れ
国
家
主
席 、
同
副
主

席の
権
限
を
超え
て 、
党
と
軍の
長

老
と
し
て
カ
を
発
揮 、
民
主
化
運
動

鎮
圧
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た 。

附
園
自
治
区

少
数
民
族の
区
域
内
で
自
治
を
保
障

す
る
た
め
に
設
け
ら
れ
た
行
政
単
位

で
省 、
直
轄
市
な
ど
に
相
当
す
る一

級
行
政
区 。
内
蒙
古
自
治
区（
成
立

は一
九
五
四
年）、
新
調岨（札
子）
ウ
イ

グ
ル
自
治
区（
同
五
五
年）、
広
西
チ

ワ
ン（
壮〉
族
自
治
区（
向
五
八
年）、

寧
夏
回（仰
な）
族
自
治
区（
同
五
八

年） 、
チ
ベ
ッ
ト
自
治
区（
同
六
五

年）
の
五
つ
の
自
治
区
と 、
そ
の
下
．

 

に
自
治
州、
自
治
県が
あ
る ．
中
筆

人
民
共
和
国
憲
法に
は 、
すべ
て
の

民
族
が
平
等
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て

の
規
定
が
あ
る
が 、
漢
民
族
支
配へ

の
各
少
数
民
族
の
不
満
は
根
強
い 。

な
か
で
も 、
す
で
に
五
九
年に
大
規

模
な
動
乱
を
経
験
し
た
チベ
ッ
ト

で

は
近
年
再
び
反
乱が
相
次
ぎ 、
自
治

区
の
主
都
ラ
サ
と
そ
の
近
郊
に
は 、

八
九
年三
月 、
戒
厳
令
が
し
か
れ
た

（
チ
ベ
ッ
ト

問題3 0
新
麺
ウ
イ
グ
ル

自
治
区（「
東ト
ル
キ
ス
タ
ン
共
和
国」

＋
問
題） 、
内
蒙
古
自
治
区
で
も 、

少
数
民
族の
反
乱が
し
ば
し
ば
起v』

っ
て
い
る 。

＠

附
園
人
民
解
放
軍

中
国
革
命の
主
要
な
担い
手
と
し
て

の
伝
統
を
持
ち 、
今日
で
は
中
国
の

武
装
勢
力
と
し
て
国
防の
根
幹
を
担

っ
て
い
る 。
一
九二
七
年八
月一
日

（
現
在の
建
軍
記
念
日〉
の
南
昌
暴
動

に
ほ
う
起
し
た
革
命
勢
力
を
起
源
と

し 、
朱
徳 、
周
恩
来 、
賀
竜
ら
が
そ

の
リ
ー

ダ
ー

で
あっ
た 。
南
昌
暴
動

は
敗
北
し
た
が 、
こ
れ
を
機
に
労

（工）
農
革
命
軍
が
組
織
さ
れ 、
毛
沢

東
ら
の
革
命
勢
力
と
合
体 、
労
農
紅

軍
と
し
て
発
展
し
た 。
し
か
し 、

蒋

介
石
軍の
包
囲
討
伐に
出
遭っ
て
三

四
年一
O
月 、
歴
史
的
な
大
長
征
を

開
始
す
る 。
以
後 、
紅
軍は
遊
撃
戦

争
の
戦
略・戦
術
を
特
徴
と
す
る

「
毛
沢
東
軍
事
思
想」に
よっ
て
思
想

的に
武
装
さ
れ 、
三
七
年七
月に
日

中
戦
争
が
始
ま
る
と 、
国
民
革
命
軍

第八
路
軍（八
路
軍） 、
新
編
第
四
軍

（
新四
軍）
に
改
編
さ
れ
た 。
国
共
合

作の
下
で
抗日
戦
争の
主
要
勢
力
と

し
て
拡
大
し 、

正
規
軍
九
O
万 、
民

兵二
二
O
万
を
擁
す
る
に
至っ
て
抗

回
戦
争
に
勝
利
し
た・
四
七
年
三U

月 、
人
民
解
放
軍
と
改
称
し
て
四
九

年一
O
月の
中
華
人
民
共
和
国
成
立

を
迎
え
た 。
五
O
年
秋に
は
朝
鮮
戦

争に
人
民
志
願
軍
と
し
て
参
戦 、
世

界に
名
声
が
広
がっ
た 。
以
後 、
総

政
治
部 、
総
参
謀
部 、
総
後
動
部
か

ら
な
る
国
防
軍
と
し
て 、
彰
徳
懐
国

防
相の
指
導
下 、
階
級
制の
導
入
な

ど
軍の
近
代
化
を
図っ
た
が 、
毛
沢

東の
建
軍
方
針
と
対
立
し 、

彰
徳
懐

失
脚
後の
五
九
年
以
降は
林
彪
国
防

相
が
軍の
指
導
者
と
なっ
た 。
林
彪

は
六
六
年
夏に
始
まっ
た
文
化
大
革

命ゃ
で
毛
沢
東の
奪
権
闘
争
を
全
面

的に
支
援
し
た
が 、
七一
年
九
月に

林
彪
事
件＋
が
起
こ
り 、

世
界
を
驚

か
せ
た 。
九
O
年
春に
引
退
す
る
ま

で 、
党
と
国
家の
中
央
軍
事
委
員
会

主
席
を
兼
ね
て
き
た
最
高
実
力
者・

郡
小
平の
下
で
近
代
化
が
図
ら
れ 、

中
ソ
対
立
も
緩
和
し
た
現
在
で
は 、

従
来の
遊
撃
戦
兵
力
中
心
の
軍の
体

質
を
転
換
す
る
た
め
に 、
原
子
力
漕

水
艦
や
核
ミ
サ
イ
ル
開
発に
力
が
注

が
れ
て
い
る 。
一
方 、
八
五
年に
は

陸
上
兵
力一
O
O
万
が
削
減
さ
れ 、

現
有
戦
力
は
三二
O
万
と
推
定
さ
れ

る 。
八
五
年
七
月に
は
従
来の一
一

大
軍
区
が
七
大
軍
区
に
改
編
さ
れ 、

八
八
年一
O
月
か
ら
は
階
級
制
が
復

活
し
た 。
人
民
解
放
軍
は「
三
大
規

律・八
項
注
意」
を
建
箪
の
モ
ラ
ル

と
し
た「
人
民の
軍
隊」
と
し
て
の
伝

統
を
誇っ
て
き
た
が 、
八
九
年六
月

の
血
の
日
曜
日
事
件＋
で
は 、
「

人

民
の
軍
隊」
が
人
民
に
発
砲
し
た 。

そ
の
う
え 、
楊
尚
昆
国
家
主
席（
党

ay

 

a岨Eau

 

－且

国際関係 朝 日 現代用語・91

中
国

． 



一朝刊6

中
央
軍
事
委
第一
副
主
席〉
と
実
弟
の

楊
白
泳
総
政
治
部
主
任（
同
秘
書
長）

ら
楊一
族
が
軍の
中
枢
を
独
占
し
て

い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
な
ど、

人
民
解
放
軍の
旧
軍
閥
的
な
古い
体

質
が
露
呈
さ
れ
た。

＠

仰
．
国
家
安
全
部

中
国
の
公
安・
警
察
機
関
と
し
て

は、
国
務
院
に
公
安
部〈
部
長・
王

芳）、
公
安
部
の
管
轄
下
に
六
O
万

i一
O
O
万
と
推
計
さ
れ
る
人
民
武

装
警
察
部
隊
が
あ
る
が、
新
し
い
国

家
安
全
機
関
と
し
て
ス
パ
イ・
特
務

を
橋
発
し、
反
党・
反
社
会
主
義・

反
革
命の
活
動
を
監
視・
摘
発
す
る

た
め
の
国
家
安
全
部
が、
一
九
八
三

年
七
月に
新
設
さ
れ
た。
初
代
部
長

は
凌
雲。
八
五
年
九
月
に
買
春旺
が

就
任。

実
体
は
明
ら
か
で
は
な
い

が、

国
家
の

安
全
の

確
保
と
防
諜

（刊ょ）
活
動
強
化
が
目
的
と
さ
れ
て
お

り、
地
方
各
級
行
政
レベ
ル
や
海
外

に
も
目
を
光
ら
せ
て
い
る。
と
く
に

八
九
年六
月の
血
の
日
曜
日
事
件＋

以
降、
国
内
で
の
恐
怖
政
治
の
断

行、
海
外
で
の
民
主
化
運
動
活
動
家

摘
発の
た
め
に、
国
家
安
全
部の
機

能
が
強
化
さ
れ
て
い
る。

側
園
人
民
日
報

中
国
共
産
党＋
の
日
刊
機
関
紙
で
約

四
O
O
万
の
発
行
部
数
を
持
ち、
海

外
版
も
有
し
て
い
る
が、
中
国
共
産

党の
党
員
が
約六
四
O
O
万
で
あ
る

こ
と
か
ら
す
れ
ば、
購
読
し
て
い
る

党
員は
二ハ
人に一
人
と
い
う
低い

比
率に
な
る。
一
時は
七
O
O
万
を

超
え
る
発
行
部
数
を
誇っ
た
同
紙の

著
し
い
部
数
減は、
中
国
社
会に
お

け
る
中
国
共
産
党の
威
信
低
下
と
無

関
係
で
は
あ
る
ま
い。
一
九
四
八
年

六
月、
中
国
共
産
党
華
北
地
区の
党

機
関
紙と
し
て
創
刊
さ
れ、
建
国
直

後の
四
九
年八
月、
正
式に
党
中
央

機
関
紙
と
なっ
た。
「
海
外
版」の
発

行
は
八
五
年
七
月一
日
か
ら。
『
人

民
日
報』
が
中
国
政
治
に
果
た
し
て

き
た
役
割
は
絶
大
で
あ
る
が、
同
時

に
編
集
部の
中に
は
体
制
批
判
の
立

場
を
と
る
ジャ
ー
ナ
リ
ス
ト
も
し
ば

し
ば
存
在
し
て
き
た。
最
近
で
は
民

主
化
運
動の
旗
手と
し
て、
八
七
年

の
胡
耀
邦
総
書
記
の
解
任の
時
期に

党
を
除
名
さ
れ
た
王
若
望
も、
同
紙

副
編
集
長
を
務
め
た
こ
との
あ
る
反

体
制
作
家
で
あ
る。
八
九
年
四
月
以

降
の
学
生
運
動
の
高
揚
に
際
し
て

は、
同
紙の
記
者
た
ち
も
民
主
化
や

言
論
の
自
由
を
求
め
て
多
数
立
ち
上

が
っ
た
。

そ
の
た
め
に
六
月
四
日
の

血
の
日
眼
目
事
件
＋

以
降
は
同
社
が

．

 

実
質
的
な
軍
事
管
制
下
に
置
か
れ、

銭
杏
仁
社
長、
語
文
瑞
編
集
長
が
更

迭
さ
れ
て、
後
任
社
長に
は
高
秋・

中
央
党
学
校
第一
副
校
長、
同
編
集

長
に
は
郡
禁
沢・
人
民
解
放
軍
総
政

治
部
宣
伝
部
長
が
就
任
し
た。
ま
た

中
華
文
明の
尊
大
さ
を
突い
て
人
気

を
博
し
た
テ
レ
ビ
ド
キ
ュ
メ
ン
ト

『
河
鶏（
牝）』の
作
家
で月
人
民
日
報』

記
者
で
も
あ
る
蘇
暁
康
は「
反
革
命

分
子」
と
し
て
指
名
手
配
さ
れ
た。

『
人
民
日
報』
と
並
ん
で
重
要
な
中
国

共
産
党
理
論
誌
と
し
て
は、
五
八
年

六
月
創
刊の『
紅
旗』
が
あっ
た。
近

年は『
人
民
日
報』に
比べ
て
保
守
派

イ
デ
オロ
l
グ
の
拠
点の
観
を
呈
し

て
い
た『
紅
旗』は、
組
紫
陽
ら
の
強

い
意
向
で
八
八
年
七
月
を
最
後に
廃

刊に
追
い
込
ま
れ、
新
し
く八
九
年

一
月
か
ら
中
央
党
学
校
主
編の
理
論

誌
三本
是』
が
改
革
と
開
放
支
持
の
立

場
で
創
刊
さ
れ
た。
し
か
し
組
紫
陽

の
失
脚
で『
求
是』の
編
集
方
針
も一

変
し
て
し
まっ
た。

論
争
と
変
動

m
E
毛
沢
東
思
想

中
国
革
命の
指
導
者
で
あ
り、
中
国

共
産
党＋
主
席と
し
て
絶
大
な
権
威

を
保
持
し
て
い
た
毛
沢
東〈一
八
九

三
t一
九
七
六）
の
革
命
思
想。
社

会
主
義
建
設へ
の
理
念
や
世
界
認

識、
戦
略・
戦
術に
至
る
ま
で、
理

論
と
実
践
を
包
括
し
た
イ
デ
オ
ロ
ギ

ー
で、
「
毛
沢
東
思
想」
と
い
う
よ

り、
「
毛
沢
東
主
義」
と
表
現
し
た
方

が
よ
り
適
切
で
あ
る。

毛
沢
東
思
想

とい
う
言
葉
そ
の
もの
は一
九
四
五

年の
中
国
共
産
党
七
全
大
会
で
党
規

約に
収
め
ら
れ
た
が、
五
八
年の
同

八
全
大
会
で
は
ス
タ
ー
リ
ン
批
判の

影
響
で
党
規
約
か
ら
削
除
さ
れ
た。

し
か
し
文
革＋
に
伴
う
中ソ
論
争の

高
ま
り
を
背
景に、
再
度、
前
面に

押
し
出
さ
れ
た。
六
九
年
四
月、
中

国
共
産
党
九
金
大
会
で
新
たに
採
択

さ
れ
た
党
規
約
の「
総
綱」
に
は、

「
中
国
共
産
党は、
マ
ル
ク
ス
主
義、

レ
lニ
ン
主
義、
毛
沢
東
思
想
を
自

己の
思
想
を
導
く
理
論
的
基
礎
と
す

る」、
「
毛
沢
東
思
想
は、
帝
国
主
義

が
全
面
的
崩
壊に
向
か
い、
社
会
主

義
が
全
世
界
的
勝
利に
向
か
う
時
代

の
マ
ル
ク
ス・
レ
1
ニ
ン
主
義
で
あ

る」
と
あ
る。
特
徴
と
し
て
は、
付

農
民
主
体
的
で
あ
る
こ
と。
と
り
わ

け
貧
農・
下
層
中
農
を
中
心
と
し
た

革
命
経
験
の
重
視、
ω「
政
権
は
銃

口
か
ら
生
ま
れ
る」〈
毛
沢
東〉
と
い

っ
た
軍
事
思
想と、
遊
撃
戦
中
心
の

戦
略・
戦
術の
展
開、
∞
中
国
革
命

の
経
験
を
揺
る
ぎ
な
き
も
の
と
す
る

ナ
ショ
ナ
リ
ズ
ム、
が
あ
げ
ら
れ
よ

う。
毛
沢
東
思
想は
現
在
も
党
規
約

に
定
め
ら
れ、
四
つ
の
基
本
原
則φ

の一
つ
に
なっ
て
は
い
る
が、
現
実

に
は
す
で
に、
『
毛
主
席
語
録』と
同

様、
ほ
と
ん
ど
顧
み
ら
れ
な
く
なっ

て
い
る。
し
か
し、
都
小
平
絶
対
化

の
今
日、
中
国
内
部に
毛
沢
東
思
想

へ
の
あ
る
種の
ノ
ス
タ
ル
ジ
ー
が
生

ま
れつ
つ
あ
り、
文
革
初
期の
人
民

英
雄、
雷
鋒に
学
ぶ
運
動
が
再び
展

開
さ
れ
る
な
ど、
毛
沢
東
思
想の
復

権
傾
向
が
み
ら
れ
る
こ
と
も、
注
目

に
値
し
よ
う。

＠

何
回
大
躍
進
運
動

ao

 

pa

 

a0

 

・且
一
九
五
八
年
夏に
始
まっ
た、
毛
沢

東
思
想＋
に
基
づ
く
中
国の
急
進
的

な
社
会
主
義
建
設
運
動。
国
内
建
設

の
た
め
の
総
路
線、
大
躍
進、
人
民

公
社の
三
つ
の
目
標
を
掲
げ
た
三
面

紅
繊の
スロ
ー
ガ
ン
で
有
名。
人
間

資
本、
す
な
わ
ち
労
働
力
を
大
量に

投
入
し
さ
え
す
れ
ば、
生
産
力は
飛

躍
的に
増
大
す
る、
とい
う
考
え
に

基
づ
い
て
運
動
が
展
開
さ
れ、
「
大

い
に
意
気
込
み、
常に
高い
目
標
を

掲
げ、
よ
り
多
く、
よ
り
早
く、
よ

り
良
く、
よ
り
経
済
的に
社
会
主
義

の
建
設
を
進
め
る」と
い
う「
社
会
主

義
建
設の
総
路
線」が
提
唱
さ
れ
た。

こ
の
運
動に
よっ
て
人
民
公
社
が
組

織
化
さ
れ、
生
産の
目
標は
限
り
な

く
高
く
設
定
さ
れ
た。
し
か
し
現
実

を
無
視
し
た
運
動の
結
果は、
農
村

部の
疲
弊
ぶ
り
を
み
れ
ば、
明
ら
か

で
あっ
た。
こ
の
大
躍
進
運
動の
悲

劇
的
な
結
末
は、
五
九
年八
月の
中

国
共
産
党八
期
八
中
全
会、
い
わ
ゆ

る
盛
山
会
議
で
の
髭
徳
懐
国
防
部
長

ら
に
よ
る
毛
沢
東
批
判、
そ
し
て
毛

沢
東の
国
家
主
席
辞
任に
つ
な
がっ

て
ゆ
く。

開
園
文
化
大
革
命（
文
革
〉

一
九
六
五
年
秋
か
ら一
0
年
間に
わ

たっ
て
繰
り
広
げ
ら
れ
た
熱
狂
的
な

大
衆
政
治
運
動。
毛
沢
東
自
ら
発
動

し、
中
国
で
は「
無
産
階
級ハ
プロ
レ

タ
リ
ア〉
文
化
大
革
命」
と
い
わ
れ

た。
「
造
反
有
理」（
謀
反に
は
道
理が

あ
る）
を口
々
に
叫
ん
だ
紅
衛
兵
運

動に
始
ま
り、
指
導
者の
相
次
ぐ
失

胸、

毛
沢
東
絶
対
化
と
い
う
～

避
の

中
国
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。中国のナンパ－2と自他とも
に認めて いたころの林彪（右）

と毛沢東＝1966年 8月目 北京で

定
め
ら
れ
た ・

文
革
は
林
彪
国
防
相

が
指
揮押
す
る
人
民
解
放
軍
＋

の
介
入

に
よっ
て
初
め
て 、
劉
少
奇
や
郡
小

平
ら
の
実
権
派に
勝
利
す
る
こ
と
が

で
き
た
の
で
あ
る 。
七一
年
九
月に

起
こ
っ
た
衝
撃
的
な
林
彪
事
件＋

は 、
そ
の
逆
説
的
な
証
明
で
も
あっ

た 。
一
方 、
様々
な
局
面
で
毛
沢
東

家
父
長
体
制
絶
対
化へ
の
抵
抗が
生

じ
た 。
杭
州
事
件（
七
五
年）
や
天
安

門
事
件（
第一
次 、
七
六
年〉＋
は
毛

体
制へ
の
大
衆の
反
逆に
は
か
な
ら

な
い 。
毛
沢
東
側
近の
王
洪
文 、
張

春
橋 、
江
青 、
銚
文
元
ら
四
人
組
も

同
年一
O
月の
北
京
政
変に
よっ
て

打
倒
さ
れ 、
禁
固
鋒
体
制に
取っ
て

代
わ
ら
れ
た 。
北
京
政
変
は「
四
人

組」
ら
の
文
革
左
派
と
華
国
鋒
ら
の

文
革
右
派
と
の
権
力
争い
で
あっ
た

が 、
や
が
て
七
八
年一
二
月の
三
中

全
会
で
郡
小
平の
リ
ー

ダ
ー

シ
ッ
プ

が
固
ま
り 、
非
毛
沢
東
化
が
始
まっ

た 。
共
産
党
内
部
の
権
力
闘
争
と 、

そ
の
大
衆
運
動
レベ
ル
で
の
展
開
と

い
うこ
重の
性
格
が
文
革に
は
あっ

た
だ
けに
悲
劇は
拡
大
し
た 。
文
革

中の
奪
権
闘
争
や
武
闘
で
は 、
約二

0
0
0
万
も
の
死
者
が
出
た
と
さ
れ

て
い
る 。

回

m
田
林
彪
事
件

文
革＋
時
代 、
人
民
解
放
軍＋
指
導

者
と
し
て一
貫
し
て
毛
沢
東
を
支
え

た
林
彪・
中
国
共
産
党
副
主
席
兼
国

防
相
が一
九
七一
年
九
月 、
毛
主
席

暗
殺
計
画
を
企
て
た
が
成
功
せ
ず 、

逃
亡
途
中に
モ
ン
ゴ
ル
で
墜
落
死
し

た
と
い
う
衝
撃
的
な
異
変 。
彼
は
六

九
年
四
月の
中
国
共
産
党
九
全
大
会

で 、
毛
沢
東の
後
継
者に
指
名
さ
れ

て
い
た
ほ
ど
の
人
物
だっ
た 。
「

七

一

年
三
月 、

林
彪
は
『
〈
五
七
－

工

程〉
紀
要』
を
作
成 。
九
月
八
日 、

反
革
命
武
装
ク
ー

デ
タ
ー

を
起’』
し

て
偉
大
な
指
導
者
毛
主
席
を
謀
殺

し 、
別に
中
央
を
作
ろ
う
と
す
る
と

こ
ろ
ま
で
突っ
走っ
た
の
で
あ
る 。

陰
謀
が
失
敗に
終
わっ
た
九
月
二二

日 、
彼
は
潜
か
に
飛
行
機
に
乗っ

て 、
ソ
連
修
正
主
義に
身
を
投
じ 、

党
を
裏
切
り 、
国
に
背
き 、
モ
ン
ゴ

ル
の
ウ
ン
デ
ル
ハ
ン
で
墜
死
し
た」

｜｜七
三
年
夏 、
中
国
共
産
党
十
全

大
会〈
第一
O
回
党
大
会）
で
周
恩
来

首
相は 、
林
彪
事
件に
つ
い
て
こ
の

よ
うに
報
告
し
て
い
る 。
こ
の
事
件

に
は 、
現
在
で
も
多
くの
な
ぞ
が
残

さ
れ
て
い
る
が 、
事
件の
基
本
的
性

格は 、
文
廿早
期
に
お
け
る
軍
と
党・

行
政
官
僚
同
士
の
対
立
と
と
ら
え
る

こ
と
が
で
き
よ
う 。

m
回
天
安
門
広
場

北
京
の
中
央
に
あ
る
故
宮
博
物
院

（
旧
紫
禁
城）
天
安
門
前の
広
場 。
一

O
O
万
人
規
模の
集
会
も
可
能
で 、

首
都の
広
場
と
し
て
は
世
界
最
大 。

毛
沢
東
体
制へ
の
大
衆
反
乱
と
し
て

の一
九
七
六
年四
月の
天
安
門
事
件

（
第一
次
三
を
始
め 、
中
国
の
数々

の
政
治
的
事
件の
舞
台に
なっ
て
き

た 。
反
帝
国
主
義
運
動
や
中
国
民
主

化
運
動の
原
点
と
なっ
た一
九
年の

五・
四
運
動
で
は 、
北
京
大
学の
学

生
ら
約二
O
O
O
人
が
天
安
門
前に

集
ま
り 、
四
九
年一
O
月一
日
の
建

国
の
祝
賀
集
会
も
こ
こ
で
行
わ
れ

た 。
八
九
年四
月
中
旬
以
降の
民
主

化
運
動
で
は 、
五
月一
三
日
か
ら
学

生
た
ちの
ハ
ン
ス
ト

闘
争
が
天
安
門

広
場
で
行わ
れ 、
同
月三
O
自
に
は

広
場に「
民
主の
女
神」
が
建て
ら
れ
．

 

た・
し
か
し
そ
の
後の
武
力
鎮
圧

〈
天
安
門
事
件再
第二
次
τ）
で 、
天
安

門
広
場は
中
国
現
代
史に
大
き
な
汚

点
を
残
し
て
し
まっ
た 。

側
園
天
安
門
事
件（
第
一

次
）

毛
沢
東
思
想＋
の
絶
対
化
や
毛
沢
東

家
父
長
体
制に
抵
抗
し
て
起
こっ
た

大
衆
反
乱 。
一
九
七
六
年一
月 、
周

恩
来
首
相
が
死
去 。
そ
の
直
後
か
ら

中
国
当
局は 、
資
本
主
義の
道
を
歩

む
実
権
派
を
指
す「
走
資
派L
批
判
を

全
国
的
に
展
開
し
た 。
四
月
四
目 、

故
人
を
し

の
ぶ
清
明
節に
北
京
で
は

多
くの

市
民
が
天
安
門
広
場＋
の
人

民
英
雄
記
念
碑に
花
輪
を
さ
さ
げ

た 。
し
か
し

公
安
当
局
が
こ
れ
ら
の

花
輪
や
プ
ラ
カ
ー
ド

の
撤
去
を
断
行

し
た
た
め 、
翌
五
日
の
市
民の
反
乱

を
呼
び
起こ
し 、

建
物
や
自
動
車に

火
を
放つ
騒
ぎ
と
なっ
た 。
プ
ラ
カ

ー
ド

に
は
江
青（
毛
沢
東
夫人）
や
銚

文
元
ら
を
批
判
す
る
詩
な
ど
も
書
か

れ
て
お
り 、

毛
沢
東
体
制へ
の
反
対

を
意
味
す
る
こ
と
は
明
白
だっ
た 。

中
国
当
局は
反
革
命
事
件
と
し
て
断

罪
し 、

党
副
主
席・
副
首
相
で
あっ

た
部
小
平は 、
事
件の
首
謀
者
と
さ

れ
て
失
脚
し
た 。
し
か
し 、
そ
の
後

中
国
で
は 、
同
年
九
月の
毛
沢
東の

死 、
一
O
月
の
四
人
組＋
逮
捕
と 、

局
面
は
大
き
く
変
化
す
る 。
七
八
年

一
一
月に
は 、
天
安
門
事
件
は「
革

命
的
行
動」
で
あっ
た
と
全
く

逆の

、
評
価
が
与
え
ら
れ
た 。

開
園
田
人
組

い
ず
れ
も
中
国
共
産
党＋
中
央
政
治

局の
メ
ン
バ
ー

だっ
た
毛
沢
東
側
近

の
王
洪
文 、
張
春
橋 、
江
青〈
毛
沢

東
夫人〉 、
銚
文
元
の
四
人
を
指
す 。

－

・九
七
六
年
九
月
九
日、

毛
沢
東
が

死
去。
「
四
人
組
」
は
毛
沢
東
の
「
既

定
方
針
通
り
事
を
運
ぶ」と
い
う「
遺

訓」
を
振
り
か
ざ
し 、
自
分
た
ちへ

の
権
力の
移
行
を
主
張 。
し
か
し
同

年一
O
月
七
日 、
事串
国
鋒
ら
に
よっ

て
全
員が
逮
捕
さ
れ
る
と
い
う
北
京

政
変
が
起
こ
る 。
実
体
は「
四
人

組」 、
つ
ま
り
文
革
左
派
と 、
筆
国

鋒 、
迂
東
興
と
いっ
た
文
革
右
派
と

の
毛
沢
東
後
継
権
力
を
め
ぐ
る
党
内

闘
争
で
あ
っ
た 。
華
国
鋒
自
身 、

「
あ
な
た
が
や
れ
ば 、
私は
安
心
だ」

と
の
毛
沢
東「
遺
訓」
を
掲げ
て
権
力

継
承
の
正
統
性
を
示
し
た
も
の
の 、

非
毛
沢
東へ
の
歴
史
的
潮
流の
中
で

次
第に
実
権
を
奪わ
れ 、
七
八
年
末

に
は 、
都
小
平
時
代
が
開
幕
す
る 。

八
O
年一
一
月 、
「

四
人
組」に
対
す

る
裁
判
が
始
ま
り 、
党
や
国
家の
指

導
者
に
対
す
る
迫
害
な
ど
を
理
由

に 、
翌
八一
年一
月
二
五
日 、
江

育 、
張
春
橋
に
死
刑（二
年
の
執
行

猶
予
付
きて
王
洪
文
に
無
期
懲
役 、

銚
文
元に
懲
役ニ
O
年
と
い
う
判
決

が
下っ
た 。
そ
の
後
も 、
「

四
人
組」

は
依
然
と
し
て
獄に
あ
り 、
死
刑
は

未
執
行で
あ
る 。

m
園
田
つ
の
基
本
原
則

中
国
の
基
本
的
な
政
治
指
導
理
念

で 、
「

社
会
主
義
の
道
を
堅
持
し 、

人
民
民
主
主
義
独
裁
を
堅
持
し 、
中

国
共
産
党＋
の
指
導
を
堅
持
し 、
マ

ル
ク
ス
・レ
1

ニ
ン
主
義
と
毛
沢
東

思
想
を
堅
持
す
る」
こ
と
を
指
す 。

こ
の
四つ
の
基
本
原
則
は一
九八
二

年に
非
毛
沢
東
化の
潮
流の
中
で
新

咽且pa
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し
く
採
択
さ
れ
た
中
国
共
産
党
規
約

総
綱
と
中
華
人
民
共
和
国
憲
法
前
文

に
も
明
記
さ
れ
て
い
る
が、
表
現
順

序
や
形
式
は
や
や
異
なっ
て
い
る。

改
革
と
開
放
が
進
む
中
で、
保
守
派

指
導
者
が「
ブ
ル
ジョ
ア
的
自
由
化」

に
反
対
し、
そ
れ
ら
を
抑
圧
す
る
た

め
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
し
て、
現
在
し

き
りに
用い
ら
れ
て
い
る。
失
脚
し

た
越
紫
陽
総
書
記
は、
八
七
年一
0

0
月の
中
国
共
産
党
第一
三
回
大
会の

政
治
報
告
で、
四
つ
の
基
本
原
則
の

堅
持
を
主
張
し
つ
つ
も、
「
四
つ
の

基
本
原
則
を
硬
直
し
た
観
点
で
み
て

は
な
ら
な
い。
そ
ん
な
こ
と
を
す
れ

ば、
改
革
と
開
放
の
総
方
針
を
疑

い、
さ
ら
に
は
否
定
す
る
こ
と
と
な

ろ
う」と
語っ
て
い
た。

何
回
新
権
威
主
義
論
争

中
国の
現
代
化は 、
い
わ
ゆ
る
四つ

の
現
代
化ゅ
を
目
標に
進め
ら
れ
て

き
た
が、
改
革
と
開
放の
過
去一
0

年
間
を
み
て
も、
経
済
や
社
会
秩
序

の
混
乱
が
増
す
ば
か
り
で、
台
湾、

斡
固
な
ど
ア
ジ
ア
N
I
E
S
と
の
経

済
的・
社
会
的
格
差
は
大
き
く
な
り

つ
つ
あ
る。
そ
こ
で
途
上
国
が
工
業

化
す
る
過
程に
み
ら
れ
た
開
発
独
裁

型の
新
し
い
権
威
主
義
体
制
を
目
指

すべ
き
で
は
な
い
か
と
の
意
見
が
中

国の
学
界
で
提
起
さ
れ、
一
九
八
八

年
末
か
ら
八
九
年
春に
か
け
て
論
争

が
展
開
さ
れ
た。
経
済
面
で
は
自
由

な
開
放
体
制
を
と
り
な
が
ら
も、
政

治
面
で
は
中
央
集
権
体
制
の
下
で、

上
か
ら
の
強
力
な
リ
ー
ダ
ー
シッ
プ

に
よ
る
近
代
化・
工
業
化
を
推
進
す

べ
き
だ
と
の
主
張
に
立
つ
も
の
で、

台
湾の
故
蒋
経
国
総
統
や
シ
ン
ガ
ポ

ー
ル
の
リ
l・
ク
ア
ン
ユ
i
首
相の

よ
う
な
リ
ー
ダ
ー
を
想
定
し
た
意
見

も
あっ
た。
し
か
し、
そ
れ
は
結

局、
人
治＋
に
よ
る
も
の
な
の
で、

法
治＋
に
基
づ
く
政
治
改
革
を
唱
え

る
意
見
と
は
根
本
的
に
対
立
し
た。

論
争が
生
産
的
な
結
果
を
生
ま
な
い

う
ち
に、
八
九
年
四
月
中
旬
か
ら
の

民
主
化
運
動、
六
月
四
日
の
血
の
日

曜
日
事
件＋
を
迎
え
た
こ
と
に
よっ

て、
中
国
は
新
権
威
主
義
ど
こ
ろ

か、
軍
をパ
ッ
ク
に
し
た
強
権
的
な

一
党
支
配
体
制
と
なっ
て
し
まっ

た。m
E
人
治
／
法
治

一
九
八
九
年
四
月
中
旬
か
ら
の
学
生

た
ち
の
民
主
化
運
動
は、
中
国
共
産

党＋
の一
党
独
裁
体
制へ
の
批
判
で

あ
る
と
同
時に、
郡
小
平ワ
ン
マ
ン

体
制
に
み
ら
れ
る「
人
治」（
人
に
よ

る
統治〉に
対
し 、
「
法
治
弘
法に
よ

．

 

る
統
治〉
を
求
め
て
高
揚
し
た
も
の

で
あっ
た。
中
国の
政
治
が
毛
沢
東

時
代
と
基
本
的に
変
わ
ら
な
い「
人

治」
で
あ
り、
第一
線
を
引
退
し
た

は
ずの
郡
小
平
が「
愛
簾（
匁）
政
治」

に
よっ
て
院
政
を
し
き、
超
法
規
的

に
君
臨
し
て、
「
長
官
意
思」「一
言

堂
主」と
い
わ
れ
る
，
ッ
ル
の一
声’

が
許
さ
れ
て
い
る
現
状
を
学
生
や
知

識
人
は
真っ
向
か
ら
批
判
し
た。
そ

う
し
た
中
で、
同
年五
月一
六
日
夕

方
か
ら
の
ゴ
ル
バ
チョ
フ・
組
紫
陽

会
談の
冒
頭、
その
部
分
が
テ
レ
ビ

で
放
映
さ
れ
る
こ
と
を
意
識
し
て
組

紫
陽
は、
「一
昨
年
秋
の一
三
期一

中
全
会
以
来、
中
国に
お
け
る
すべ

て
の
重
要
事
項の
決
定は
郵
小
平
同

志に
ゆ
だ
ね
ら
れ
て
い
る」
と
発
言、

野
小
平の「
人
治」
が
党の
秘
密
決
議

で
決
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か

に
し
た。
こ
れ
は、
一
O
O
万
人
規

模の
中
国
民
衆
が「
郡
打
倒」
を
叫
ん

で
い
る
状
況
下
で、
学
生
た
ち
に
呼

応
し
て
郡
小
平
と
最
終
的に
決
別
し

よ
う
と
し
た
組の
意
思
を
大
衆に
伝

え
る
メッ
セ
ー
ジ
で
あ
り、
党
内の

権
力
闘
争が
民
主
化
を
求
め
る
大
衆

運
動
と
結
び
付い
た
瞬
間
で
あっ
た

が、
同
時に
中
国
政
治
の「
人
治」の

根
源
を
衝
撃
的に
暴
露
し
た
もの
で

も
あっ
た。

9
・
天
安
門
事
件（
第
二
次
〉
／

α
・
血
の
日
曜
日
事
件

一
九
八
九
年六
月
三
日
深
夜
か
ら
四

日
未
明に
か
け、
天
安
門
広
場＋
で

強
行
さ
れ
た
流
血
の
悲
劇。
平
和
的

に
民
主
化
運
動
を
進
め
て
い
た
学

生・
市
民
に
向
け、
人
民
解
放
軍＋

が
無
差
別に
発
砲
し
た。
学
生・
市

民の
側の
死
者
は
約三
七
O
O、
負

傷
者
は
約
一

万
と
推
定
さ
れ
る。

中

国の
指
導
者
た
ち
は、
内
外
か
ら
指

弾
さ
れ
る
道
を
自
ら
選
ぶ，』
と
に
な

っ
た
が、
「
狂
気
に
走っ
た
暴
徒
た

ち
は
解
放
軍
将
兵
を
襲い、
軍
用
車

に
放
火
し
た」と
事
実
を
ね
じ
曲
げ、

逆
手に
とっ
て
宣
伝
し
た。
同
年
四

月
中
旬
の
胡
耀
邦・
元
総
書
記
の
死

を
悼
む
形
で
起こっ
た一
連の
民
主

化
要
求の
背
景に
は、
野
小
平の
超

法
規
的
君
臨、
つ
ま
り
人
治＋
と
い

う
現
状
が
あ
る。
「
い
か
な
る
指
導

者
で
あっ
て
も、
個
人
が
独
断
先
行

し
た
り、
個
人
を
組
織の
上に
君
臨

さ
せ
た
り
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
な

い」
と
の
党
規
約
第
二ハ
条
に
反
す

る
行
為
と
し
て
の「
人
治」
に
対
し

て、
学
生
や
知
識
人
ら
は
法
治＋
の

要
求
を
高
ら
か
に
掲
げ
た。
市
民
が

こ
の
よ
うに
鋭
く
近
代
的
な
政
治
意

識に
基づ
い
た
民
主
化
運
動
を
進め

た
の
は、
建
国
以
来、
初め
て
で
あ

る。
こ
の
運
動
を、
あ
る
種の
市
民

革
命、
知
識
革
命
と
み
な
し
う
る
ゆ

え
ん
で
あ
る。
そ
う
し
た
運
動の
盛

り
上
が
り
が
権
力
構
造に
衝
撃
を
与

え、
強
権
支
配
そ
れ
自
体
が
転
覆
さ

れ
る
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
危
機
感

が、
同
年五
月二
O
日
の
北
京
市へ

の
戒
厳
令
布
告、
さ
ら
に「
反
革
命

暴
乱」
平
定の
た
め
の
武
力
弾
圧
と

い
う
暴
挙に
つ
な
がっ
た。
事
件
後

の
六
月二
四
日
の
党
中
央
委
員
会

（一
三
期四
中全
会〉
で
は、
「
反
革
命

暴
乱」に
加
担
し
た
と
し
て
組
繁
陽

総
書
記
を「
反
革
命
罪」
で
断
罪
し
て

解
任、
江
沢
民
新
総
書
記
を
選
任
し

た。
「
血
の
日
曜
日」
を
招
来
し
た
こ

と
に
よっ
て、
西
側
諸
国は
中
国へ

の
経
済
制
裁
を
実
行、
ソ
連・
東
欧

諸
冨
も
お
お
む
ね
中
国
当
局に
批
判

的
で
あ
っ
た・

東
欧
に
お
け
る
中
国

。，．Fa
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’且
の
，
盟
友ヘ
ル
ー
マ
ニ
ア
の
チ
ヤ

ウ
シエ
ス
ク
大
統
領は
悲
劇
的
な
末

路
を
た
ど
り、
東
独の
ホ
ー
ネッ
カ

ー
議
長
も
退
陣（
その
後、
逮
摘〉
す

る
な
ど、
中
国
指
導
部の
国
際
的
孤

立
化
は
避
け
ら
れ
ず‘
最
大
の
輸
出

市
場
で
あ
る
香
港
も
激
し
い
衝
撃
を

受
け
て
動
揺
し
た。
事
件
の
結
果、

改
革
と
開
放
を
唱
え
る
中
国の
前
途

に
は、
大
き
な
暗
雲が
立
ち
こ
め
る

こ
と
と
なっ
た。

＠

m
E
チ
ベ
ッ
ト
問
題

チベ
ッ
ト
で
は一
九
八
八
年の
春
と

秋に、
漢
民
族の
チベ
ッ
ト
支
配
に

抵
抗
し、
チベ
ッ
ト
独
立
を
求
め
る

ラ
マ
僧
ら
数
千
人
規
模の
チベ
ッ
ト

族の
反
乱
デ
モ
が
起こっ
た。
八
九

年三
月に
は一
万
人
規
模の
暴
動に

発
展
し
て、
首
都
ラ
サ
及
び
周
辺
地

区に
三
月八
日、
戒
厳
令
が
公
布
さ

れ
た。
チベ
ッ
ト
で
は
五
九
年の
チ

ベ
ッ
ト
動
乱
で、
宗
教
的
指
導
者
ダ

ラ
イ・
ラ
マ一
四
世
が
イ
ン
ド
に
亡

命
し
て
以
来、
パ
ン
チエ
ン・
オ
ル

ドニ・
チェ
ジ
チェ
ン
ツ
ア
ン〈パ
ン

チヱ
ン・
ラ
マ）
が
指
導
者
と
な
っ

た。
彼は
全
国
人
民
代
表
大
会
常
務

委
副
委
員
長
で
も
あっ
た
が、
八
九

年一
月
末、
チベ
ッ
ト
自
治
区
で
急

死
し
た。
パ
ン
チェ
ン・
ラ
マ
追
悼

大
会
が
二
月
上
旬に
ラ
サ
で
催
さ
れ

た
直
後
か
ら、
チベ
ッ
ト
情
勢は
険

悪
化
し、
三
月
上
旬に
は
チベ
ッ
ト

動
乱
三
O
周
年
の
大
暴
動
と
なっ

た。
中
国
当
局
は、
チベ
ッ
ト
族に

対す
る
文
革
期の
強
圧
策へ
の
自
省

も
あ
っ
て、

こ
こ
敬
年
は
チ
ベ
ッ
ト

中
国

． 国際関係朝 日 現代用語・91
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族
優
遇
政
策
を
講
じ
て
き
た
も
の

の、
一
方
で
チベ
ッ
ト
自
治
区へ
の

漢
人の
大
量
移
入
が
進
み、
雇
用
機

会
が
大
幅に
減
少
す
る
な
ど、
チベ

ッ
ト
族
の
不
満
が
高
まっ
て
い
た。

外
貨
収
入
を
図
る
た
め
の「
チ
ベ
ッ

ト
観
光」
が
始
ま
り、
ラ
マ
教
寺
院

の
修
復
も
行
わ
れ
た
り
は
し
た
が、

半
面、
ラ
マ
教の
布
教の
自
由
を
奪

っ
た
ま
ま
チベ
ッ
ト
族
政
治
犯
を
過

酷
な
状
態に
放
置
し
て
い
る
と
い
う

現
実
が
あっ
た。
つ
ま
り、
漢
民
族

の
チベ
ッ
ト
支
配
と
い
う
構
造は
全

く
変
化
せ
ず、
「
抑
圧
｜
反
乱
抑

圧」
が
繰
り
返
さ
れ
て
い
る。
こ
の

よ
う
な
チベ
ッ
ト
情
勢の
中
で、
一

九
八
九
年
度の
ノ
ーベ
ル
平
和
賞
が

同
年一
O
月、
ダ
ラ
イ・
ラ
マ
に
与

え
ら
れ
た
こ
と
は、
チベ
ッ
ト
問
題

の
重
要
性
を
全
世
界
的に
ク
ロ
ー
ズ

アッ
プ
さ
せ
た。
チベ
ッ
ト
で
の
戒

厳
令は
九O
年
五
月一
日に
解
除
さ

れ
た
もの
の、
問
題
の
本
質
的
な
解

決に
は
至っ
て
い
な
い。

＠

近
代
化
と

経
済
構
造

間
園
田
つ
の
現
代
化

中
国
の
国
家
目
標
で、
農
業・
工

業・
国
防・
科
学
技
術
の
四
分
野
に

お
い
て
現
代
化
を
図っ
て
い
く
こ
と

を
指
す。
一
九
七
五
年一
月
の
全
人

代
第
四
期
第一
回
会
議に
お
け
る
周

恩
来
首
相の
政
府
活
動
報
告の
中
で

初
め
て
公に
さ
れ
た。
し
か
し、
こ

の「
四
つ
の
現
代
化」は
当
初、
非
毛

沢
東
化の
た
め
の
政
治
戦
略
と
し
て

用い
ら
れ
た。
し
た
がっ
て
文
革
派

の
反
発
を
買っ
た
が、
そ
の
後、
郵

.J 

・
↑8・

度亙ー経済特別区
＠ーーー沿岸開銀都市 ． ， 

フィ日区二r

小
平
体
制
の
確
立
と
と
も
に、
徐々

に
定
着
し、
七
八
年一
二
月の
中
国

共
産
党一
一
期
三
中
全
会
で
は、
国

家
目
標
と
し
て
の
地
位
を
得
る
に
至

っ
た。
具
体
的に
は「
四
つ
の
現
代

化」
に
よっ
て
今
世
紀
末
ま
で
に、

一
人
当
た
り
の
G
N
P〈
国
民
総
生

産）
を一
O
O
O
J
前
後
に
高
め
る

こ
と
が
目
標
に
さ
れ
た。
し
か
し、

依
然
と
し
て
達
成
さ
れ
な
い
産
業
権

造の
転
換
を
始
め、
目
標の
実
現は

極
め
て
困
難
で
あ
る。
特に
八
九
年

六
月の
血
の
日
曜
日
事
件＋
に
み
ら

れ
た
中
国
政
治
の
前
近
代
的
体
質

は、
「
四
つ
の
現
代
化Lの
将
来
を
大

き
く
制
約
し
て
い
る。

m
E
社
会
主
義
初
級
段
階
論

一
九八
七
年一
0
1一
一
月の
中
国

共
産
党
第一
三
回
大
会
で、
組
紫
陽

総
書
記
が
打
ち
出
し
た、
中
国
社
会

の
発
展
段
階
に
関
す
る
現
状
認
識。

組
紫
陽
は
そ
の
政
治
報
告
で、
「
わ

が
国に
お
け
る
社
会
主
義の
初
級
段

階
と
は、
貧
困
と
立
ち
遅
れ
か
ら
次

第に
抜
け
出
す
段
階
で
あ
り、
農
業

人口
が
多
数
を
占
め
る、
手
作
業
を

基
礎
と
し
た
農
業
国
か
ら、
農
外
産

業
人口
が
多
数
を
占
め
る
現
代
化
し

た
工
業
国へ
逐
次
移
り
変
わ
る
段
階

で
あ
り、
自
然
経
済
と
半
自
然
経
済

が
大
き
な
比
重
を
占
め
る
状
態
か

ら、
商
品
経
済
が
高
度に
発
展
し
た

状
態へ
移
り
変
わ
る
段
階
で
あ
る」

と
定
義
し
た。
し
か
も、
社
会
主
義

の
初
期
段
階
を
今
後
さ
ら
に一
0
0

年
間
も
必
要
と
し、
建
国一
O
O
年

後に
は一
人
当
た
り
の
国
民
総
生
産

（G
N
P）
四
O
O
O
米ドル
の
水
準に

達
す
る
と
い
う
展
望
が
打
ち
出
さ
れ

た。
し
か
し、
こ
の
社
会
主
義
初
級
．

 

�m 

段
階
論
の
提
起
は、
中
国
が
依
然
と

し
て
経
済
的・
社
会
的に
大
き
く
立

ち
遅
れ
て
い
る
こ
と
を
認
め
ざ
る
を

得
ず、
そ
の
た
め
の
理
論
設
定
が
必

要
と
なっ
た
こ
と
の
明
ら
か
な
反
映

で
あ
る。

間
園
経
済
特
別
区

中
国
で
は
改
革
と
開
放の
政
策に
沿

っ
て、
一
九
七
九
年
七
月
よ
り、
深

訓、
珠
海、
油
頭（
以
上、
広
東

省）、
度
門ハ
福
建
省）
の
四
都
市
を

経
済
特
別
区
に
指
定
し
た（
当
初
は

守
輸
出
特
別
区」
と
呼ば
れ
た〉。
こ
れ

ら
の
経
済
特
別
区
で
は、
外
国
か
ら

資
本
や
技
術
を
導入
し、
中
国
側
が

労
働
力、
土
地、
建
物
を
提
供
し
て

設
立
さ
れ
る
合
弁
企
業
を
積
極
的に

誘
致
す
る
た
め
に、
輸
出
入
関
税の

免
除、
所
得
税の
三
年
間
据
え
置
き

な
ど
の
優
遇
措
置
が
講
じ
ら
れ
て
い

る。
ま
た一
O
O
%
外
資の
企
業
も

認
可
さ
れ
て
い
る。
要
す
る
に
外
貨

獲
得の
た
め
の
拠
点
で
あ
る
が、
中

国
側は、
経
済
特
別
区
で
生
産
さ
れ

た
製
品
を
外
国に
輸
出
す
る
と
い
う

，
水
際
作
戦’
を
とっ
て
い
る
の
で、

中
国
市
場へ
参入
し
て
販
路
を
拡
大

し
よ
う
と
す
る
外
国
企
業
と
の
ト
ラ

ブ
ル
も
多
発
す
る
な
ど、
問
題
も
多

い。
中
国
最
大
の
経
済
特
別
区
で
香

港に
隣
接
す
る
深
馴
は、
人口
も
急

増
し〈
隣
接の
宝
安
県
を
含め
る
と
約

一
O
O
万
余）、
高
層
ビ
ル
が
林
立

し
中
国の
対
外
開
放
基
地
と
なっ
て

い
る。
半
面、
完
全に
香
港
ド
ル
の

支
配
下に
入っ
て
い
て、
い
わ
ゆ
る

「
精
神
汚
染」
が
著
し
い。
八
八
年
四

月に
は
海
南
島が
省に
昇
格
す
る
と

と
もに、
五
つ
自
の
経
済
特
別
区に

正っ
た。

。

似
国
沿
海
地
区
経
済
発
展
戦
略

一
九
八
七
年一
0
1一
一
月の
中
国

共
産
党
第一
三
回
大
会
で、
組
紫
陽

総
書
記
が
そ
の
輪
郭
を
提
示
し、
八

八
年二
月の
党
中
央
政
治
局
第
四
回

全
体
会
議
で
承
認
さ
れ
た
対
外
開
放

政
策
の
基
本
構
惣。
「
経
済
特
別
区

＋
1
沿
岸
開
放
都
市
i
沿
海
経
済
開

放
区
｜
内
陸
部」
と
い
う
開
放
順
序

と
枠
組
み
の
中
で
は、
特に
経
済
特

別
区、
開
放
都
市の
発
展
を
重
視
し

た「
外
向
型
経
済」
を
重
点
的に
発
展

さ
せ
よ
う
と
し
た
もの
で
あ
る。
具

体
的
に
は
四
つ
の
経
済
特
別
区（
当

時）、
一
四
の
沿
岸
開
放
都
市
の
経

済
開
放
を
さ
ら
に
推
進
し、
と
り
わ

け
ア
ジ
ア
N
I
E
S（
新
興工
業
経

済
地
域〉
の
活
力
あ
る
経
済
と
リ
ン

ク
し
た
経
済
発
展
を
志
向
し
よ
う
と

し
た。
八
八
年一
月
以
来、
「
国
際

大
循
環」
経
済
構
想
に
よ
っ
て、
よ

り
具
体
化
さ
れ
る
は
ず
で
あっ
た

が、
イ
ン
フ
レ、
物
価
高、
不
正
経

済
行
為の
拡
大
な
ど
に
よっ
て
李
鵬

首
相
ら
の
原
則
派の
指
導
者
が
批
判

し
始
め
た
た
め、
八
八
年
九
月の
中

国
共
産
党一
三
期
三
中
全
会
で
は
組

紫
陽
自
身
も
こ
の
経
済
戦
略に
言
及

す
る
こ
と
を
し
な
か
っ
た。
そ
し

て、
強
硬
な
経
済
引
き
締
め
を
決
定

し
た
八
九
年三
J
四
月の
第
七
期
全

国
人
民
代
表
大
会
第三
回
会
議の
李

鵬
首
相
報
告
か
ら
は、
全
く
影
を
ひ

そ
め
て
し
まっ
た。
同
年
六
月の
血

の
日
曜
日
事
件＋
に
よ
る
組
紫
陽
失

脚の
今
回、
こ
の
戦
略の
前
途
は
極

め
て
厳
し
い
と
い
え
よ
う。

園
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新
発
足
し
た。
ニ
四
年の
第一
次
国

共
合
作、
二
六
年の
北
伐
開
始
を
経

て、
二
八
年に
中
国
会
土
を
統
治
す

る
こ
と
と
な
り、
三
六
年の
第二
次

国
共
合
作
を
行っ
て
抗
日
戦
争に
勝

利
し
た
が、
戦
後の
国
共
内
戦に
敗

れ、
台
北に
遷
都
し
た。
台
湾
で
は

蒋
介
石
独
裁
体
制、
蒋
経
国
権
威
主

義
体
制
を
経て、
今日
の
李
登
輝
民

主
体
制へ
と
政
治
発
展
を
遂
げ、
従

来の
中
国
国
民
党の
イ
メ
ー
ジ
を一

新
さ
せ
つ
つ
あ
る。
八
八
年一
月に

蒋
経
国
総
統
が
死
去
す
る
と、
台
湾

人（
本
省人）
出
身
の
李
登
輝
副
総
統

が
昇
格
し、
同
年
七
月に
は
中
国
国

民
党
第一
三
回
大
会
が
聞
か
れ
て、

李
総
統
を
国
民
党
主
席
に
選
出
し

た。
国
民
党
中
央
常
務
委
員に
は
郭

腕
容
女
史（
中
央
銀
行
副
総
裁、

現
行

政
院
経
済
建
設
委
員
会
主
任
委
員〉、

宋
楚
瑞（
党
中
央
委
副
秘
書
長、

現
国

民
党
秘
書
長）、

銭
復（
北
米
事
務
協

調
委
員
会
駐
米
代
表、

現
行
政
院
外
交

部
長〉
ら
の
若
手
改
革
派
が
多
数
登

用
さ
れ、
し
か
も
本
省
人
と
外
省
人

の
比
率
も一
六
名
対一
五
名に
逆
転

す
る
な
ど、
開
明
派の
リ
ー
ダ
ー
李

登
輝
総
統の
指
導
下
の
新
生
国
民
党

へ
の
意
欲
が
う
か
が
わ
れ
る。
一
三

回
大
会
で
国
民
党
秘
書
長
と
なっ
た

李
換は、
八
九
年五
月に
食
国
撃に

代
わっ
て
新
し
い
行
政
院
長（
首
相）

に
なっ
た
が、
九
O
年三
月に
李
登

輝
総
統、
李
元
簸
副
総
統
が
選
出
さ

れ
た
後
の
同
年
五
月、
都
柏
村（
国

防部
長〉
と
交
代
し
た。

晶一一一
不
政
策
／一－一
通
政
策

中
国
と
台
湾
と
の
関
係
を
律
す
る
政

策
で、
中
国
側
が
台
湾
と
の
通
信・

通
航（
航
空
憾
な
どに
よ
る
人
員の
往

。個人役資家などで活況を呈する

台湾の証券界＝台北市内で

間
圃
官
倒ん
ク
ア
ン
タ
オ
〉

一
九
八
九
年
四
月
中
旬
か
ら
の
民
主

化
運
動に
立
ち
上
がっ
た
学
生
や
市

民は、
改
革
と
開
放の
政
策の
中
で

出
て
き
た「
官
倒」
を
強
く
批
判
し

た。
「
官
倒」
と
は「
官
僚
ブ
ロ
ー
カ

ー」
と
訳
す
こ
と
が
で
き
る。
政
府

や
党の
幹
部
が
新
興の
企
業
集
団
や

公
司
と
癒
着
し
て
物
資
を
横
流
し
し

た
り、
不
当
な
利
益
を
得
る「
官
倒L

現
象が
今日
の
中
国
で
は
績
行
し
て

い
る。
語
源
的
に
は「
倒」（
タ
オ）

は、
物
資
を
横
流
し
し
た
り
転
売
し

た
り
す
る
と
い
う
意
味の
北
京
方
言

（
俗
語〉、
「
倒
爺」（
タ
オ
イ
エ
ヌ
つ

ま
り「
転
が
し
屋」
か
ら
き
て
い
る。

「
官」ハ
ク
ア
ン〉
は
も
ち
ろ
ん「
役
人」

「
官
僚」の
こ
と
で
あ
る
か
ら、
寸
官

刷間
」
よ
り
二
百
倒
爺
」
の
方
が
よ
り
正

一朝刊 3面
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確
で
あ
ろ
う。台

湾
・

国
際
関
係

m
E
中
国
国
民
党

中
国
革
命の
勝
利に
よっ
て
中
華
人

民
共
和
国
が一
九
四
九
年一
O
月に

成
立
し
た
た
め
に、
台
湾に
逃
れ
た

中
華
民
国の
指
導
政
党
で、
孫
文の

三
民
主
義
を
綱
領
と
し、
台
湾の
経

済
的・
社
会
的
発
展
を
担っ
て
今日

に
至っ
て
い
る。
孫
文
ら
が一
八
九

四
年に
結
成
し
た
興
中
会
を
起
源
と

し、
そ
の
後、
中
国
革
命
同
盟
会

（一
九
O五
年〉、
国
民
党（一
二
年〉、

中
華
革
命
党（一
四
年〉
と
変
遷
し
た

後、

一

九
年
に
中
国
国
民
党
と
し
て

来）・
通
商の
三
遇
政
策
を
呼
び
か
け

て
い
る
の
に
対
し、
台
湾
側は、
中

国
共
産
党＋
政
権
下の
中
国
と
は
接

触
せ
ず・
交
渉
せ
ず・
妥
協
せ
ず、

の
三
不
政
策
を
掲
げ
て
い
る。
中
国

は
従
来
の「
台
湾
解
放」
の
政
策
を

「
台
湾
と
の
平
和
的
統
ごに
切
り
替

え、
香
港に
適
用
し
よ
う
と
し
た

二
国
両
制L
こ
一国
家ニ
制
度）
を
呼

び
か
け
て
い
る
が、
台
湾
側
は
三
不

政
策に
よっ
て
そ
れ
を
拒
否
し
て
い

る。
し
か
し
こ
れ
は
あ
く
ま
で
も
原

則
で
あっ
て、
経
済
的・
社
会
的に

大
陸
中
国に
比
し
て
著
し
い
発
展
を

遂
げ
て
い
る
台
湾
側
は、
極め
て
柔

軟に
対
応
しつ
つ
あ
り、
む
し
ろ
積

極
的に
大
陸
と
の
交
涜
を
開
始
し
て

い
る。
一
九
八
七
年
七
月に、
中
国

の「
台
湾
解
放」に
備え
て
三
八
年
間

も
続い
て
い
た
戒
厳
令
を
解
除し
た

台
湾
当
局
は、
八
七
年一
一
月
以

来、
台
湾
住
民の
大
陸へ
の
親
族
訪

問（
探
親〉
を
許
可、
す
で
に
約二
O

O
万
人
が
大
陸
を
訪
れ
て
い
る。
中

台
聞の
貿
易
も、
香
港
な
ど
を
通
じ

る
間
接
貿
易
を
中
心に
し
て、
年
間

約三
0
1
四
O
億
米ドル
に
達
し、
大

陸へ
の
台
湾
資
本
の
投
資
も
急
増
し

た。
さ
ら
に
八
九
年
四
月に
は
公
務

員
や
報
道
関
係
者の
大
陸
訪
問
も
解

禁
し、
台
湾
で
の
国
際
会
議へ
の
中

国
代
表の
出
席、
中
国
共
産
党
員
で

あっ
た
者
で
も
そ
の
旨
を
申
告
す
れ

ば
訪
台
で
き
る
な
ど、
次々
に
交
流

へ
の
窓
が
聞
か
れ
つ
つ
あ
る。
八
九

年六
月一
O
日
か
ら
は、
大
陸
と
の

電
話、
電
報、
テ
レッ
ク
ス、
ファ

ク
ス、
郵
便
が
全
面
的
に
解
禁
さ

れ、
時
あ
た
か
も
北
京の
血
の
日
曜

日
事
件＋
の
直
後
で
あっ
たこ
と
も

あ
り、

解
禁
と
同
時
に
通
話
申
し
込

日a0

 

・且
み
が
殺
到、
そ
の
後
も
大
量の
通
信

が
日
、々
交
わ
さ
れ
て
い
る。
李
登

輝
総
統
は、
八
九
年
六
月
下
旬
の

「
ア
ジ
ア・
オ
ー
プ
ン・
フ
ォ
ー
ラ

ム」
第一
回
台
北
会
議
で、
「
台
湾

経
験」の
大
陸へ
の
波
及
こ
そ
必
要

だ
と
誇
り、
よ
り一
層
弾
力
的に
大

陸
と
の
交
流
を
進め
る
方
針
を
明
ら

か
に
し
た。
九
O
年に
は
台
湾
か
ら

約一
O
O
万
の
大
陸
訪
問
者
が
予
定

さ
れ
て
い
る。
中
国
側
も
台
湾
か
ら

の
投
資
と
と
もに、
積
極
的に
受
け

入
れ
よ
う
と
し
て
い
て、
台
湾
海
峡

両
岸の
交
流は
極め
て
活
発に
なっ

て
き
て
い
る。

＠

m
圃
弾
性
外
交

台
湾（
中
華
民
国）
が
近
年
積
極
的に

推
進
し
て
大
き
な
成
果
を
得
て
い

る、
新
し
い
外
交
戦
略。
台
湾は一

九
七
0
年
代
初
頭
以
来、
国
際
社
会

か
ら
の
孤
立
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
き

た
が、
こ
の
間、
民
間の
国
際
関
係

の
チ
ャ
ネ
ル
を
フ
ル
に
活
用
す
る
と

と
も
に、
園
内
の
経
済
基
盤
を
強

化・
改
善
し
て、
奇
跡
的
な
経
済
成

長
を
遂
げ
た。
そ
し
て、
こ
う
し
た

経
済
的
成
果
を
基
礎に、
民
主
化
と

政
治
改
革
を
徐々
に
進
め
て
き
た。

と
り
わ
け八
八
年
秋
以
来、
唯一
の

合
法
政
府
と
じ
て
の
台
湾（
中
華
民

国〉
の
承
認、
中
国
と
の
国
交
断
絶

な
ど
を
条
件に
す
る
こ
と
な
く、
場

合に
よっ
て
は「
中
華
民
国」の
呼
称

に
さ
え
必
ず
し
も
こ
だ
わ
ら
ず
に、

実
体
的
な
関
係
を
強
化
す
る
とい
う

新
しい
外
交
方
針
を
実行
す
る
よ
う

に
な
っ
た。

同
時
に
、

夫
隆
と
の
交

中
国
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【中ソ関係の主な歩み：
56・2 ソ連共産党20回大会で「スターリン批

ゃんなされる

中ソ国防新技術協定締結

ソ連． 上記協定破棄

レーニン生誕90周年記念に際し中ソ論

争表面化

中ソ両党会談（モスクワ）決裂

中ソ国境ウスリー川ダ7ンスキー島 （珍
宝島）で両軍が武力衝突

新種ウイグル自治区の中ソ国境地待で

中ソ紛争激化

北京空港でコスイギン ・周恩来会談

フルシチョフ死去

ニクソン米大統領訪中

間恩来死去

毛沢東死去

中ソ友好同盟相互銀助条約がi前期失効

ブレジネフ・ ソ連共産党書記長． タシ

ケントで中ソ和解の呼びかけ

プレジネフ死去

プレジネフ書記長の葬儀に参列の賞拳

外相， グロムイコ外相と会談

アンドロポフ書記長葬儀に参列の万里

副首相． アリエフ第l /i;!J首相と会談

チェルネンコ書記長の葬儀に参列の李

鵬副首相． ゴルバチョフ新書記長と会

見

ゴルバチョフ書記長がウラジオストク

で演説． 中国の近代化建設に敬意を表

明。 駐モンゴル． アフガユスタンのソ

連軍一部徹退を提示

モスクワで78年5月以来の国境交渉

アフガニスタン和平協定調印

ゴルバチョフ書記長， クラスノヤルス

クて・演説． 中ソ関係正常化に強い意欲

を表明

銭外相訪ソ

シェワルナゼ外相訪中
ゴルバチョフ訪中

李鵬首相訪ソ

1030釦毛主和子r中国とソ連，(1989
岩波新書〉

流
が
親
族
訪
問（
探
親）
の
形
で
解
禁

さ
れ
る
な
ど 、
リベ
ラ
ル
で
開
明
的

な
新
指
導
者・
李
登
輝
総
統
の
下

で 、
極め
て
柔
軟
な
外
交政
策
が
展

開
さ
れ
てい
る 。
八
九
年三
月 、
李

登
輝
総
統の
就
任
後
初の
シ
ン
ガ
ポ

ー
ル
公
式
訪
問の
際 、
シ
ン
ガ
ポ
ー

ル
側
は「
中
華
民
国
総
統」の
呼
称
を

用
い
ず 、
「

台
湾
か
ら
来
た
総
統L

（可『gEmHH円
poE
寸包宅釦ロ〉

と
紹
介
し
た
が 、
李
総
統は
こ
れ
を

甘
受
す
る
寛
大
さ
を
示
し
た 。
同
年

五
月に
は 、
ア
ジ
ア
開
発
銀
行
年
次

総
会
に 、
台
湾
の
公
式
代
表（
団
長

は
財
政部
長兼
国
民
党
中
央常
務
委
員

の
郭
抽剛
容
女
史〉
が
初
め
て
北
京
を

訪
れ 、
好
評
を
博
し
た 。
一
連
の

「
弾
性
外
交」の
推
進に
よ
り 、

八
九

年に
は
パ
ハ
マ 、
リベ
リ
ア
な
ど
四

カ
国
と
国
交
を
樹
立
し
た 。
一
方 、

九
O
年に
は
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア 、
イ

ン
ド
ネ
シ
ア 、
シ
ン
ガ
ポ
ー

ル
が
中

国
と
国
交
を
結
ぶ
こ
と
と
なっ
た

が 、
台
湾
側
は「
弾
性
外
交」に
よっ

て 、
実
質
的
な
関
係
を
維
持
し
よ
う

と
し
て
い
る 。
経
済
力に
裏
付
け
ら

れ
た 、
最
近の
台
湾の
自
信の
表
れ

57・10

59・6

60・4
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9 

71・ 9

72・ 2

76・ 1

9 

80・ 4

82・ 3

63・3

69・3

と
み
て
よ
い
だ
ろ
う 。

間
圃
新
国
際
政
治
経
済
秩
序

新
し
い
平
和
共
存
の
玉
原
則
と
もい

う 。
平
和五
原
則
は一
九
五
四
年
四

月に
中
国
と
イ
ン
ド
と
の
間で
結
ぼ

れ
た「
チ
ベ
ッ
ト・
イ
ン
ド

聞
の
通

商
及
び
交
通
に
関
す
る
協
定」
で 、

中
印
両
国の
関
係
を
規
定
す
る
原
則

と
し
て 、
付
領
土・
主
権
の
相
互
噂

重 、
ω
相
互
不
可
侵 、
白
内
政
不
干

渉 、
側
平
等
互
恵 、
田
平
和
的
共

存 、
の
五
点
が
あ
げ
ら
れ
た
こ
と
に

発
し
て
い
る 。
同
年
六
月
の
周
恩

来・
ネ
l

ル
両
首
相
の
共
同
声
明

は 、
こ
れ
を
国
際
関
係
に
も
適
用
で

き
る
も
の
と
し
て
認
め 、
翌
五
五
年

四
月の
ア
ジ
ア・ア
フ
リ
カ
会
議
え ・ハ

ン
ド
ン
会
議）
で
は 、
「

平
和
五
原

則」
が
さ
ら
に
バ
ン
ド
ン一
O
原
則

に
拡
大
さ
れ
て 、
ア
ジ
ア・
ア
フ
リ

カ
新
興
諸
国の
共
通の
外
交
原
則
と

なっ
た 。
し
か
し

五
九
年
秋の
中
印

国
境
紛
争
で
は 、
両
国
が
武
力
衝
突

し 、
「

平
和
五
原
則」に
大
き
な
亀
裂

が
生
じ
る 。
中
国
は
八
八
年
秋
以

来 、
中
ソ
関
係
の
改
善
が
進
む
中

II 

II 

84・2

85・ 3

86・ 7

＠ 

で 、
ゴ
ル
バ
チョ
フ
書
記
長
の「
新

思
考
外
交」に
見
合っ
た
外
交
原
則

と
し
て「
平
和
五
原
則」
を
発
展
さ

せ 、
各
国
と
の
平
等
互
恵の
基
礎の

上
に
政
治 、
経
済 、
科
学
技
術 、
文

化
な
ど
の
交
流
を
増
進
す
る
と
い
う

「
新
国
際
政
治
経
済
秩
序」の
外
交
原

則
を
提
起
し
た 。
こ
れ
は
八
八
年一

二
月の
党
中
央
政
治
局
会
議
で 、
正

式に
合
意
さ
れ
た 。
し
か
し 、

八
九

年六
月の
血
の
日
曜
日
事
件＋
に
よ

る
中
国
の
国
際
的
孤
立 、
ソ
連 、
東

欧 、
モ
ン
ゴ
ル
な
ど
社
会
主
義
世
界

の
変
容
と
い
う
新
しい

情
勢に
直
面

し 、
中
国
は
こ
の
外
交
原
則
を
推
進

す
る
機
会
を
逸
し
て
い
る 。

m
－一－一
大
障
害

中
国
が
対ソ
和
解の
条
件
と
し
て
提

示
し
てい
た
三
つ
の
条
件 。
付
中ソ

国
境
地
帯
及
び
モ
ン
ゴ
ル
人
民
共
和

国
に
お
け
る
ソ
連
軍の
駐
留 、
ω
ア

フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
に
お
け
る
ソ
連
軍の

駐
留 、
日ベ
ト

ナ
ム
の
カ
ン
ボ
ジ
ア

進
攻へ
の
ソ
連
の
支
援 、
と
い
う三

つ
の
障
害
が
存
在
す
る
限
り 、
中ソ

和
解
は
あ
り
得
な
い
と
い
う
主
張 。

87・2

88・4

9 

．”； 

三
大
障
害は 、
－
九
八
二
年の
中
国

共
産
党
第一
二
回
大
会
で
胡
耀
邦
総

書
記
が
言
及
し 、

最
高
実
力
者
都
小

平
を
始
め
と
す
る
中
国
首
脳
も
し
ば

し
ば
触
れ
て
き
た
が 、
そ
れ
は
中ソ

和
解へ
の
意
思
決
定
を
西
側
諸
国
に

悟
ら
れ
ない
よ
うに
す
る
た
め
の
政

策
措
置 、
逆の
見
方
を
す
れ
ば「
西

側へ
の
郵
小
平
の
プ
レ
ゼ
ン
トL

で

あっ
た
と
もい
え
よ
う 。
現に
都
小

平は 、
八
九
年
五
月一
六
日
の
ゴ
ル

バ
チョ
フ
書
記
長
と
の
中
ソ
首
脳
会

談＋
の
冒
頭 、
「

ル
ー

マ
ニ
ア
の
チ

ヤ
ウ
シエ
ス
ク
大
統
領
を
通
じ
て
三

つ
の
条
件
を
伝
え
て
ほ
しい
と
依
頼

し
て
お
い
た
が 、
受
け
取
り
ま
し
た

か」
と
発
言
し
た 。
こ
れ
に
対
し
て

ゴ
ル
バ
チ
ョ

フ
は 、
「

受
け
取
り
ま

し
た 。
わ
れ
わ
れ
は
毎
年一
つ
ず

つ 、
障
害
を
取
り

除
い
て
き
ま
し

た」
と
答
え
て
い
た 。
ソ
連
は
八
七

年
秋に
ア
フ
ガニ
ス
タ
ン
か
ら
の
ソ

連
軍の
部
分
撤
退
を
開
始
し 、

次
い

で
八
八
年
五
月
以
来 、
全
面
撤
退
を

行っ
た 。
モ
ン
ゴ
ル
か
ら
は
す
で
に

八
七
年四
月に
都
分
撤
退
が
始
まっ

てい
た
の
に
続
き 、
中ソ
首
脳
会
談

開
始に
合わ
せ
た
八
九
年
五
月一
五

日
か
ら
は 、
本
格
的
な
全
面
撤
退
が

開
始
さ
れ
た 。
カ
ン
ボ
ジ
ア
問
題に

つ
い
て
も 、
中
越
関
係の
改
善
と
と

も
に 、
中
ソ
対
立
と
は
別
個の
地
域

紛
争
と
し
て
の
解
決
が
図
ら
れ
つ
つ

あ
る 。
こ
う
し
て
三
大
隊
害は
ほ
ぼ

全
面
的に
克
服
さ
れ 、
八
九
年
五
月

の
中ソ
首
脳
会
談に
お
い
て 、
中ソ

関
係
は
完
全に
正
常
化
さ
れ
た 。
困

問
圏
中
ソ
首
脳
会
談

一
九
八
九
年
五
月一
五
日
か
ら一
八

日
ま
で 、
三
O
年
ぶ
り
に
北
京
で
開

催
さ
れ
た 、
ゴ
ル
バ
チョ
フ・
野
小

平
会
談
を
中
心
と
す
る－
速の
首
脳

会
談 。
ゴ
ル
バ
チョ
フ
書
記
長の
訪

中は 、
民
主
化
と
政
治
改
革
を
求め

て
運
動
を
展
開
中
の
中
国
の
学
生・

市
民に
大
き
な
刺
激
を
与
え
た 。
彼

ら
の「
歓
迎」に
よっ
て
同
書
記
長は

天
安
門
広
場＋
に
足
を
踏
み
入
れ
る

こ
と
も
で
き
ない
と
い
う 、
皮
肉
な

結
果
も
生
ん
だ 。
両
国
は
経
済
再
建

や
民
主
化
問
題 、
民
族
問
題
な
ど
多

くの
共
通
し
た
圏
内
問
題
を
抱
え
て

お
り 、
そ
の
た
め
に
も
和
解
が
必
要

だっ
た
と
い
え
よ
う 。
会
談
の
結

果 、
両
国
間に
は
様々
な
合
意
が
み

ら
れ 、
大
き
な
成
果
を
あ
げ
た 。
第

一
に 、
過
去
の
対
立
を
清
算
し

完
全

な
正
常
化
を
図
る
こ
と
を
確
認
し

た 。
正
常
化に
は
両
党
関
係
も
含
ま

れ 、
中
断
し
て
い
た『
人
民
日
報』

司
プ
ラ
ウ
ダ』
両
紙の
記
者
交
換
再
開

も
決
まっ
た 。
第二
に 、
両
国
の
社

会
主
義
体
制
立
て
直
し

の
た
め
の
協

力
関
係
の
強
化
が
合
意
さ
れ
た 。
た

と
え
ば
経
済の
分
野
で
は 、
紙・
パ

ル
プ
な
ど
の
合
弁
企
業の
発
展
や
新

シ
ル
ク
ロ
ー
ド

開
発
計
画
の
拡
充
が

あ
る 。
特に
後
者は
中
国
の
内
陸
開

発の
た
め
の「
大
西
北
計
画」
と
し
て

ソ
連の
援
助
で
進め
ら
れ
て
き
た
も

の
で 、
新
中
ソ
鉄
道
を
中
心
に 、
中

ソ
国
境
地
帯
を
新
た
な
経
済
圏
と
し

て
発
展
さ
せ
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ

る 。
さ
ら
に
黒
竜
江
省
な
ど
を
中
心

と
す
る
中
国
東
北
部の
開
発
協
力 、

ま
た
両
国
間の
貿
易に
つ
い
て
も
積

極
的
に
取
り

組
む
方
針
が
表
明
さ

れ 、
ハ
ル
ピ
ン
を
起
点
と
す
る
中
ソ
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香
港
境
界
拡
張
専
約
で
九
九
年
間の

租
借
地と
なっ
た
新
界、
の
香
港三

地
域
すべ
て
が
中
国に
返
還
さ
れ、

中
国
の
特
別
行
政
区「
中
国
香
港」

（出。口同
次O口問
nr
Z白）
と
し

て、
以
後五
0
年
間、
香
港の
現
状

が
維
持
さ
れ
る
こ
とに
なっ
た。
し

か
し、
約
五
五
O
万
香
港
住
民の
不

安
が
絶
え
ない
中
で、
来
た
るべ
き

特
別
行
政
区の
，
憲
法’
と
もい
え

る
香
港
基
本
法ハ
一

九
九
O
年
四
月
に

中
国
の
全
国
人
民
代
表
大
会
で
決
定〉

を
め
ぐ
り、
香
港
住
民
代
表
を
含
む

同
基
本
法の
審
議
が
行
わ
れつ
つ
あ

っ
た
矢
先の
八
九
年六
月、
血
の
日

曜
日
事
件＋
が
起こ
り、
中
国の
学

生・
市
民
の
民
主
化
運
動
に
連
帯
し

て
立
ち
上
がっ
て
い
た
香
港の
中
国

人に
大
き
な
衝
撃
を
与
え
た。
香
港

市
民
は「
今
天
北
京、
明
天
香
港」

〈
今
日
の
北
京
は
明
日
の
香
港〉
と
考

え
て
動
揺
し
た
の
で
あっ
た。
九
七

年
ま
で
に、
香
港の
繁
栄
を
支
え
て

き
た
中
間
管
理
者
層、
テ
ク
ノ
ク
ラ

ー
ト、
知
識
人
ら
約一
O
O
万
人
が

海
外
脱
出
を
希
望
し
て
い
る
とい
わ

れ、
・さ
ら
に、
大
英
帝
国
公
民の
旅

券
を
保
持
す
る
約三
二
五
万
の
住
民

が、
英
国へ
の
移
住
を
希
望
し
て
英

国
政
府に
折
衝、
英
側の
不
認
可に

強
く
抗
議
し
て
い
る。
英
国は
二
五

万
香
港
住
民
の
移
住
を
認
め
た
が、

こ
う
し
た
中
で、
「
血
の
日
曜
日」に

激
し
く
反
発
し
て
大
使
召
還に
ま
で

踏
み
切っ
た
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
政
府

は、
同
国
北
部
特
別
区の
ダ
1
ウィ

ン
近
郊
に「
ニ
ュ
l
香
港L
を
建
設
す

る
計
画に
熱
意を
示
す
な
ど、
香
港

返
還
問
題は
こ
れ
か
ら
数
年
間、
大

き
な
国
際
問
題に
な
り
そ
う
な
気
配

で
あ
る。

血
の
日
曜
日
事
件
や
越
紫

。英国市民権取得の問題で揺
れる香港 機帯電話で忙 し く
働 〈 若者も 多い

031 1!!朝 日 新 聞 1 990 ・4・26· ・ 朝 刊 7
iffr協力関係の鉱大』こ重点」
032回中崎嶺雄F香港一一移 り ゆ く 都市

圏�，（ ！985年， 時事通信社〉
e斜 日 新聞1 990・4 ・28 · ・ 朝 刊 3 面「英
国市民権で揺れ る 香港」
朗 日 新聞1990・2 ・ 1 8· …・・ 朝刊 7 箇「 香港
基本法草案を保択」

国
境
河
川
航
路
は
九
O
年七
月に
開

設
さ
れ
た。
第三
に、
両
国が
直
面

し
て
い
る
社
会
主
義
そ
の
もの
の
改

革に
つ
い
て、
互い
の
経
験
を
話
し

合っ
た。
こ
の
会
談に
よ
る
中ソ
関

係
改
善
の
国
際
的
な
影
響、
と
り
わ

け
近
隣の
社
会
主
義
国に
与
え
る
影

響
は
計
り
知れ
な
い。
ソ
連は
中
ソ

首
脳
会
談の
開
幕に
合
わ
せ
て、
以

後一
両
年の
う
ちに、
モ
ン
ゴ
ル
に

駐
留
し
て
い
る
五
万
数
千
名
前
後の

ソ
連
軍の
ほ
ぼ
全
面
的
な
撤
兵
を
決

め
て
お
り、
中
蒙
関
係
も一
挙に
改

善
さ
れ
る
こ
と
と
なっ
た。
さ
ら
に

こ
の
会
談
が
八
八
年
以
来、
着
実に

進
捗（
公〈）
し
て
き
た
米
ソ
の
緊
張

緩
和＋
とい
う
歴
史
的
な
潮
流の
中

で
行
わ
れ
た
もの
で
あ
る
こ
と
も
忘

れ
る
わ
けに
は
ゆ
か
な
い。
ゴ
ル
バ

チョ
フ
は
北
京
で
の
演
説
で、
す
で

に
八
九
年一
月に
公
表
さ
れ
て
い
た

九
O
年
ま
で
の
極
東
兵
力二
O
万
削

減
の
中
身
に
つ
い
て
明
ら
か
に
し、

一一一
個
師
団
の
地
上
軍
と一
一
飛
行

連
隊、
及
び一
六
隻の
太
平
洋
艦
隊

を
含
む
船
舶の
削
減に
至
る一
二
万

人
削
減
を
具
体
的
に
示
し
た。

ま
さ

に「
世
紀
の
サ
ミ
ァ
ト
」
だ
っ
た
こ
の

い
叫

中ソ
首
脳
会
談
は、
西
側
を
含め
世

界の
将
来に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す

も
の
と
なっ
た。
し
か
し
会
談
直
後

に
民
主
化
弾
圧
の
血
の
日
曜
日
事

件＋
とい

弓暴挙が
中
国で
起こっ
た

こ
と
は、
中
ソ
両
国の
改
革
姿
勢の

違
い
を
み
せ
つ
け
る
こ
と
と
な
り、

ソ
連
側の
ジ
レ
ン
マ
も
大
き
く、
中

ソ
関
係は
当
面、
足
踏
み
状
態
を
余

儀
な
く
さ
れ
る
こ
と
と
なっ
た。
ゴ

ル
バ
チョ
フ
訪
中の
答
礼と
し
て
九

O
年
四
月
末に
実
現
し
た
李
鵬
首
相

訪
ソ
に
よ
る
中
ソ
首
脳
会
談
に
も、

こ
の
よ
う
な
中ソ
聞の
食い
違い
が

反
映
し
て
い
た
が、
中ソ
両
国の
関

係
改
善
は
さ
ら
に
促
進
さ
れ
る
こ
と

に
なっ
た。

＠

m
園
香
港
返
還
問
題

アへ
ン
戦
争
以
来、
一
世
紀
半に
わ

たっ
て
英
国の
植
民
地
で
あっ
た
香

港は、
一
九
八
四
年
九
月に
合
意
さ

れ
た
英
中
協
定（
本
調
印
は
同
年一
ニー

月〉に
よっ
て、
一
九
九
七
年
七
月

一
日
以
降、
南
京
条
約
三
八
四
二

年）
で
割
譲
さ
れ
た
香
港
島、
北
京

条
約
三
八
六
O
年〉
で
割
譲
さ
れ
た

九
竜
半
島
市
街
地、

一

八
九
八
年
の

陽
失
脚の
余
波
で、
香
港に
お
け
る

中
国
当
局の
総
代
理
人
と
い
わ
れ
た

許
家
屯・
前
新
華
社
香
港
分
社
長
が

九
O
年五
月、
米
国へ
実
質
的に
亡

命
し
た
こ
と
も、
香
港の
中
国
入
社

会に
深
刻
な
影
響
を
与
え
て
い
る。回

＠

問
国
米
中
関
係

アへ
ン
戦
争
直
後の一
八
四
四
年に

結ぼ
れ
た、
米
中
間の「
望
度
条
約」

以
来
の
歴
史
を
有
す
る
米
中
関
係

は、
一
九
世
紀
末
の
ジョ
ン・
へ
イ

国
務
長
官
に
よ
る
門
戸
開
放
政
策に

み
ら
れ
る
よ
うに、
歴
史
的に
他
の

西
欧
列
強
や
日
本
と
中
国と
の
そ
れ

と
は
異
な
る、
親
和
的
な
国
際
関
係

で
あっ
た。
し
か
し、
第二
次
大
戦

後の
国
共
内
戦
や
朝
鮮
戦
争、
台
湾

海
峡
危
機、
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
を
経

て、
米
中
関
係は
ア
ジ
ア
の
冷
戦の

最
前
線と
なっ
た。
そ
れ
だ
け
に一

九
七一
年
七
月
のニ
ク
ソ
ン、
キッ

シ
ン
ジ
ャ
ー
ら
に
よ
る
米
中
接
近

は、
ド
ラ
マ
チッ
ク
で
あっ
た。
七

二
年二
月の
ニ
ク
ソ
ン
米
大
統
領
訪

中に
よ
る
米
中
上
海コ
ミュ
ニ
ケ
で

新
し
い
米
中
関
係の
枠
組
み
が
固
ま

り、
米
中
冷
戦に
は
終
止
符
が
打
た

れ
た。
さ
ら
に
七
九
年一
月に
は
米

中に
国
交
が
樹
立
さ
れ、
同
時に
米

台
聞は
断
交と
なっ
た。
し
か
し
米

議
会
や
世
論の
強
い
要
請
か
ら、
七

九
年三
月、
台
湾
関
係
法
が
議
会の

圧
倒
的
多
数
で
可
決
さ
れ、
米
国は

台
湾へ
の
武
器
輸
出
を
含
む
実
質
的

な
外
交
関
係
を
継
続
し
て
い
る。
七

0
年
代
末
か
ら
の
米
ソ
新
冷
戦の
激

化
と
と
もに、
米
国は
中
国
を
対ソ

対
抗
力と
し
て
軍
事
的に
も
育
成
し

よ
う
と
す
る、
い
わ
ゆ
る
テ
ャ
イ

ro
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ナ・
カ
l
ド
政
策
を
と
り、
米
中
軍

事
協
力
が
ク
ロ
ー
ズ
アッ
プ
さ
れ
た

が、
そ
の
よ
う
な
政
策は
八
九
年
春

の
中ソ
和
解に
よっ
て
効
力
を
失っ

て
し
まっ
た。
し
か
も、
米
中
間に

は
人
権
問
題
や
チベ
ッ
ト
問
題＋
な

ど
に
関
し
て、
し
ば
し
ば
違
和が
生

じ、
八
九
年六
月
の
血
の
日
曜
日
事

件＋
以
降、
米
側は
対
中
国
制
裁
措

置の一
環と
し
て
米
中
軍
事
協
力
を

拒
否、
中
国
当
局の
民
主
化
抑
圧
を

強
く
非
難
し
た。
こ
う
し
た
中
で
起

こっ
た
中
国
の
反
体
制
物
理
学
者、

方
励
之
夫
妻の
在
中
国
米
国
大
使
館

で
の
保
護
問
題は、
九
O
年六
月
下

旬、
夫
妻の
英
国へ
の
出
国に
よっ

て一
応、
結
着
し
た。
し
か
し、
プ

ッ
シュ
米
大
統
領は
米
議
会
や
世
論

の
強
い
中
国
不
信に
制
約
さ
れ
て
い

て、
米
中
関
係の
大
き
な
好
転
は、

中
国
当
局の
現
在の
姿
勢に
変
化
が

ない
限
り、
当
分、
望
め
ない
で
あ

ろ
う。

問
園
田
中
友
好
関
係

一
九
七
二
年
九
月に
国
交
が
樹
立
さ

れ
た
日
中
関
係は、
両
国
政
府
間の

日
中
共
同
声
明
を
原
則と
し
て
そ
の

友
好
関
係
を
維
持
し
て
き
た
が、
七

八
年八
月に
は
懸
案
の
日
中
平
和
友

好
条
約
が
締
結
さ
れ、
日
中
間の
緊

密
な
友
好
関
係
が
強
化
さ
れ
た。
し

か
し、
日
中
両
国の
社
会
的・
経
済

的
格
差
ゃ、
日
中
戦
争と
い
う
不
幸

な
過
去
を
引
き
ずっ
て
今
日
に
至っ

て
お
り、
両
国
間に
は
し
ば
し
ば
深

刻
な
摩
擦
も
生
じ
てい
る。
八
二
年

夏の
教
科
書
問
題、
七
ミ
年
夏
の

中
国
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「
東京
品質相判」
問
題、
八
五
年
夏
の
靖

国
神
社
問
題
や
八
六
年
秋
の「
藤
田崎

文
相
発
言」
な
ど
が
そ
れ
で
あ
る。

さ
ら
に
京
都
の
中
国
人
留
学
生
寮

「
光
筆
寮」の
所
有
権
を
め
ぐ
る
中
台

間
の
係
争
に
基
づ
く
光
肇
寮
問
題

（
大
阪
高
裁
が
七
八
年
二
月、

同
寮
の

所
有
権
を
台
湾
側
に
認
め
た
た
め
に
問

題
化、

九
O
年
九
月
現
在、

最
高
裁
で

審
理
中）
も
発
生
し
た。
こ
う
し
た

中
で
八
八
年八
月、
日
中
平
和
友
好

条
約
締
結一
O
周
年
を
記
念
す
る
意

味
も
あっ
て、
日
中
投
資
保
護
協
定

が
調
印
さ
れ、
中
国
側
は「
内
国
民

待
遇」
を
与
え
て
日
本の
投
資
促
進

を
図
ろ
う
と
し
た
が、
同
協
定に
は

例
外
規
定（
中
国
側
の
秩
序・
安
全・
国

民
経
済
の
発
展
い
か
ん
で
内
国
民
待
遇

が
不適用
に
なる
規
定）
も
あ
り、
日

本
側
企
業の
不
安
は
十
分に
解
消
さ

れ
て
い
な
い。
な
お、
日
中
貿
易の

総
額は
八
八
年に
約一
九
O
億
米
J

と
過
去
最
高に
達し、
八
九
年に
も

。モルゴルで初の組数政党制による自

由選挙 幕の中から傾を出 して投票用

紙の文字を践んで く れるよ う積む老女
= 1990年 7 月 29 8 ， ウ ラ ン パー ト ル で

ーーー，・－

ほ
ぽ
同
額が
維
持
さ
れ
た
が、
中
国

経
済
の
不
振の
た
め、
九
O
年
の
日

中
貿
易に
お
け
る
日
本
の
対
中
国
輸

出
は
大
幅
に
後
退
し
そ
う
で
あ
る。

ち
な
み
に
同
年の
日
台
貿
易は
約
二

四
O
億
米
J
で
あ
り、
両
者の
差は

今
後
さ
ら
に
拡
大
し
て
ゆ
くで
あ
ろ

う。
当
面の
日
中
関
係に
は、
八
八

年
夏の
竹
下
首
相
訪
中
時に
結ば
れ

た
第
三
次
円
借
款（
総
額
八
一

O
O
億

円）
問
題
が
あ
る。
八
九
年
六
月
の

血
の
日
曜
日
事
件＋
に
対
す
る
西
側

諸
国の
対
中
国
制
裁の一
環
と
し
て

凍
結
さ
れ
て
き
た
が、
九
O
年
七
月

の
ヒュ
ー
ス
ト
ン・
サ
ミッ
ト＋
を

経て、
日
本
側は
凍
結
解
除に
踏
み

切
り、
同
年
秋
か
ら
徐々
に
実
行
さ

れ
る
こ
と
と
なっ
た。

＠

モ
ン
ゴ
ル

問
国
モ
ン
ゴ
ル
革
命

清
朝の
支
配
下に
あっ
た
モ
ン
ゴ
ル

は、
一
九
二
年の
辛
亥（札川）
革
命

を
機に、
帝
政ロ
シ
ア
の
支
援
を
受

け
て
独
立
し、
君
主に
は
ラ
マ
教の

活
仏、
第
八
代
ジェ
プ
ツ
ン
ダ
ン

パ・
フ
ト
ク
ト（ポ
グ
ド・
ゲ
ゲ
ン〉
を

立
て
た。
ラ
マ
教の
信
仰に
厚い
当

時の
民
衆の
状
態
か
ら
す
れ
ば、
当

然
で
あっ
た
と
い
え
よ
う。
し
か

し、
中
国
側
の
反
対
に
あ
い、
露、

中、
蒙に
よ
る
キャ
フ
タ
三
国
協
定

に
よ
り、
一
五
年に、
中
国の
宗
主

権の
下
で
自
治
国に
なっ
た。
そ
の

自
治
も、
一
七
年に
ロ
シ
ア
に
十
月

革
命
が
起こ
る
と、
中
国に
よっ
て

廃
さ
れ
た。
二
O
年、
ロ
シ
ア
革
命

で
赤
軍
に
敗
北
し
た
白
軍
を
率
い、

マ
ウ
ン
ゲ
ル
ン
が
モ
ン
ゴ
ル
に
侵
入

し
た。
こ
の
事態に、
活
仏
や
王
公

の
活
動
と
は
別に、
十
月
革
命の
影

響
を
受
け
た
下
級
役
人
や
知
識
人
ら

が
ス
ア
パ
ー
ト
ル、
チヨ
イ
パ
ル
サ

ン
ら
を
中
心
に、
反
中
国・
民
族
解

放
を
目
標に
人
民
党
を
結
成
し
た。

こ
れ
が
の
ち
の
モ
ン
ゴ
ル
人
民
革
命

党
で
あ
り、
モ
ン
ゴ
ル
解
放
の
主
体

と
なっ
て
い
っ
た。
二一
年
七
月一

一
目、
人
民
党
は
革
命
軍
を
組
織

し、
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
と
ソ
ビ
エ
ト
赤

軍
の
指
導・
援
助
を
得
て
中
国
軍
を

駆
逐、
モ
ン
ゴ
ルに
侵
入
し
て
い
た

ロ
シ
ア
自
衛
軍
を
破
り、
首
都
庫
倫

（
ク
ーロ
ン）
を
回
復、
独
立
を
達
成

し
て、
活
仏
を
元
首と
す
る
臨
時
人

民
政
府
を
樹
立
し
た。
と
こ
ろ
が、

二
四
年、
元
首
で
あ
る
活
仏
ボ
グ

ド・
ゲ
ゲ
ン
が
没
す
る
と
す
ぐ
活
仏

制
を
廃
し、
君
主
政
体
か
ら
共
和
制

に
改
め
た。
そ
し
て、
封
建・
神
権
．

 

制の
残
搾
ο3の
二抑ぞ 、
私
有
権

の
禁
止
な
ど
を
定
め
た
最
初の
憲
法

を
制
定し、
首
都
庫
倫
を
ウ
ラ
ン
パ

ー
ト
ル
と
改
称
し
た。
反
封
建
闘
争

を
主
要
任
務
と
し、
封
建
諸
候
や
ラ

マ
廟の
政
治
権
力
を
抑
制、
選
挙
制

に
よ
る
人
民
主
権
を
実
現
さ
せ
る
と

と
もに、
彼
ら
の
経
済
的
基
礎
で
あ

る
大
家
畜の
所
有
を一
掃
し、
牧
民

に
分
配
し
た。
革
命に
よっ
て
モ
ン

ゴ
ル
は、
ソ
連に
次
ぐ
世
界で
二
番

目
の
社
会
主
義
国
家
と
な
り、
今日

に
至っ
て
い
る。
し
か
し八
九
年一

一
月
以
来、
ソ
連・
東
欧
の
変
化
の

影
響
も
あっ
て、
，
モ
ン
ゴ
ル
の
ペ

レ
ス
ト
ロ
イ
カ
ヘ
つ
ま
り
民
主
化

が
急
速に
進
展
し
た。
そ
の
結
果、

モ
ン
ゴ
ル
人
民
革
命
党の
パ
ト
ム
ン

フ
書
記
長
ら
の
旧
指
導
者
が
失
脚し

て、
G－
オ
チ
ル
パ
ト
新
書
記
長
ら

に
交
代
す
る
と
と
もに、
九
O
年
七

月
末に
は
複
数
政
党
制に
よ
る
総
選

挙
が
初
め
て
実
施
さ
れ
た。
ま
た、

同
年
九
月
に
は
P・
オ
チ
ル
パ
ト
新

大
統
領
も
登
場し
た。

間
圏
中
豪
関
係

中ソ
両
大
国の
は
ざ
まに
存
在
す
る

モ
ン
ゴ
ル
人
民
共
和
国は、
ソ
連
と

の
親
密
な
関
係の
た
め
に、
中ソ
対

立
の
期
間、
中
国
と
の
激しい
抗
争

を
続
け
て
き
た。
こ
う
し
た
中
で、

一
九
八
三
年
春に
は、
「
留
蒙
華
僑」

の
帰
国
問
題
を
め
ぐっ
て
ト
ラ
ブ
ルt

が
発
生、
モ
ン
ゴ
ル
側
に
よ
る「
華

僑
追
放
問
題」
と
し
て
ク
ロ
ー
ズ
ア

ッ
プ
さ
れ
た。
し
か
し、
中ソ
関
係

の
改
善に
見
合
う
形で、
こ
こ
数
年

間の
中
蒙
関
係は
非
常に
良
好に
な

っ
て
き
た。
た
と
え
ば、
貿
易
抵
大

の
た
め
の
パ
l
タ
l
支
払い
議
定
書

が
毎
年
取
り
交
か
さ
れ
る
よ
う
に
な

り、
八
八
年一
一
月に
は、
両
国の

国
境
問
題
処
理
に
関
す
る
条
約
が
調

印
さ
れ
た。
さ
ら
に
二
国
聞の
正
常

化
を
促
し
た
の
が、
中
国・
モ
ン
ゴ

ル
領
事
条
約で
あ
る。
両
国
間
国
民

の
居
住
や
旅
行
な
どに
関
す
る
同
条

約
は、
八
六
年四
月に
仮
調
印、
翌

年一
月に
発
効し
た。
八
六
年
か
ら

夏
季の
北
京
｜
ウ
ラ
ン
パ
l
ト
ル
間

チ＼ヤ
l
タ
l
不
定
期
便が
モ
ン
ゴ
ル

航
空に
よ
り
運
航
さ
れ
る
よ
うに
な

っ
た
が、
八
八
年
か
ら
は
夏
季の
定

期
便
運
航
が
再
開
さ
れ
て
い
る。
そ

し
て、
中
国
側
が
非
難し
て
き
た
モ

ン
ゴ
ル
駐
留
ソ
連
軍の一
部
が、
八

七
年四
月に
撤
兵
し
た。
次
い
で
八

九
年
五
月の
ゴ
ルバ
チョ
フ
訪
中に

よ
る
中ソ
首
脳
会
談＋
開
催
と
同
時

に、
モ
ン
ゴ
ル
か
ら
の
五
万
七、
八

千
名
と
推
定
さ
れ
る
ソ
連
軍の
撤
兵

が
始
ま
り、
一
両
年の
う
ち
に
全
面

撤
兵
す
る
こ
と
と
なっ
た。
中
蒙
関

係は、
こ
うし
て
急
速に
改
善
さ
れ

つ
つ
あ
り、
九
O
年
五
月
に
は
G－

オ
チ
ル
パ
ト
人
民
革
命
党
書
記
長
ら

が
訪
中
し
た。
次
い
で
同
年六
月に

は、
ウ
ラ
ン
パ
l
ト
ル
と
内
蒙
古
自

治
区の
フ
ホ
ホ
ト
と
の
聞に、
初
め

て
週一
往
復の
直
通
国
際
列
車
が
開

設
さ
れ
た。
し
か
し、
中
国
側は
血

の
日
曜
日
事
件＋
に
み
ら
れ
る
よ
う

に、
国
内の
民
主
化
運
動
を
徹
底
的

に
抑
圧
し
つ
つ
あ
る
だ
けに、
八
九

年一
一
月
以
来の
モ
ン
ゴ
ル
の
急
速

な
民
主
化
が
中
国の
内
歯車
古
自
治
区

に
波
及
し
か
ね
な
い
こ
と
に
対
し
て

は、
警
戒
的
で
あ
る。
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